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　交通ルールやマナーを身につけてもらおうと、市
内のすべての小学校で毎年行われている交通安全
教室。６月11日に西小学校で行われた同教室で、
１・２年生は校庭に設けられた信号や横断歩道を
使って歩行訓練を行い、道路の横断のしかたを学び
ました。子供たちは、安全確認の「右よし、左よし、
信号よし」という元気な声を校庭に響かせながら、
しっかりと手を上げて横断歩道を渡っていました。

防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り
　７月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です……２～３
行田市は来年、市制施行６０周年を迎えます
　６０周年記念事業のアイデアおよび記念事業検討委員会の委員を募集します……５
保健案内……………２０～２１
写真館……………２４～２５
広場……………２６～２７
催し・募集……………２８～３１
歴史系譜・キラリ元気……………３２
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行
を
誘
発
し
や
す
い
享
楽
的
な
施
設
な
ど
、
青

少
年
に
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
環
境
の
浄
化
活
動

を
図
り
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
薬
物

乱
用
の
防
止
、
飲
酒
・
喫
煙
の
防
止
、
不
良
行

為
な
ど
の
早
期
発
見
、
補
導
な
ど
に
努
め
る
と

と
も
に
、
問
題
を
抱
え
る
青
少
年
や
そ
の
家
族

へ
の
支
援
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
は
、
家
庭
の

役
割
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
教
育

に
関
す
る
講
座
を
充
実
さ
せ
、
乳
幼
児
期
の
親

子
の
信
頼
関
係
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
な
ど
家
庭
教
育
に
対
す
る
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

青
少
年
や
そ
の
保
護
者
・
家
庭
が
必
要
な
と

き
に
相
談
し
、
非
行
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず
に
受

け
止
め
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
警
察
に
よ
る
少
年
相
談
、
児
童
相
談
所
の

相
談
、
福
祉
事
務
所
に
よ
る
相
談
、
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
の
相
談
な
ど
、
各
種
相
談
事
業
に
つ

い
て
の
広
報
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
が
青
少
年
の
心

身
に
及
ぼ
す
弊
害
、
飲
酒
・
喫
煙
が
及
ぼ
す
影

響
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
出
会
い
系
サ
イ
ト

な
ど
に
関
す
る
被
害
や
非
行
の
防
止
啓
発
、
さ

ら
に
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　　

家
庭
、
学
校
、
地
域
住
民
、
企
業
、
関
係
機

関
、
地
域
の
青
少
年
育
成
団
体
な
ど
と
緊
密
な

連
携
を
と
り
、
露
骨
な
性
描
写
や
粗
暴
性
を
助

長
す
る
内
容
の
出
版
物
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
、
非

　

今
日
み
ら
れ
る
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
家
庭
教
育
環
境
の

変
化
や
、
情
報
化
、
都
市
化
の
進
展
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
は
、
青
少
年
の
意

識
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
複
雑
多
様
化
し
た
中
、
学
校

内
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
、
喫
煙
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
非
行
、
さ
ら
に
は
、

犯
罪
の
低
年
齢
化
や
凶
悪
化
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
、
現
代
に
お
け
る
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
特
に
青
少
年
が
非
行
に
陥
り
や
す
い
夏
期
・
７
月
を
「
青
少
年
の

非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
と
定
め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行

政
な
ど
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
保
護
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。

　

 
広
報
啓
発
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　

推
進
し
ま
す

文化活動の一環で行われた 彩の国21世紀 郷土かるた大会

　

 

環
境
浄
化
活
動
の

　
　
　
　
　

推
進
を
図
り
ま
す

　

 

地
域
ぐ
る
み
の

　
　

補
導
活
動
を
強
化
し
ま
す

　

 

家
庭
へ
の
支
援
の

　
　
　
　
　

充
実
に
努
め
ま
す

　

 

各
種
相
談
事
業
を

　
　
　
　
　
　

充
実
し
ま
す
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被
害
を
受
け
て
い
る
子
供
た
ち
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
や
保
護
者
を
は
じ
め
と

し
た
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、
子
ど
も
の
発
す
る

信
号
を
敏
感
に
と
ら
え
、
対
応
が
で
き
る
よ
う

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
、
被
害
を
受
け
た
青
少
年
の
早
期
発
見
と

そ
の
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の
早
期
回
復
に
向

け
た
保
護
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

情
報
化
、
都
市
化
、
消
費
社
会
の
進
行
な
ど

の
社
会
背
景
や
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
の

青
少
年
育
成
の
場
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
青
少
年
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家

族
の
ふ
れ
あ
い
、
家
庭
の
し
つ
け
や
地
域
の
教

育
力
が
最
も
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
、
常
に
青
少
年
の
育
成
に
関
心
を
持

ち
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
非
行
防
止
推
進
活
動

を
す
る
こ
と
で
未
然
に
青
少
年
犯
罪
を
防
ぐ
な

ど
、
青
少
年
が
夢
を
持
て
る
明
る
い
社
会
が
開

か
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
明
日
の
明
る
い
社
会
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎
５
５
６―

８
３
１
９

相 談 案 内

行田市福祉事務所家庭児童相談室

▶相談日時　毎週月曜日～金曜日　午前８時30
分～正午および午後１時～４時

▶相談内容　家庭や学校での子どもにかかわ
る悩み事など

　　　　　　・性格や習慣　・知能やことば
　　　　　　・集団生活　　・不登校、非行
　　　　　　・虐待　　　　・家族関係
　　　　　　・家庭環境　　・心身障害
▶相談方法　来室・電話・訪問
▶問い合わせ　子育て支援課（内線268）

埼玉県児童相談所

▶相談日時　毎週月曜日～金曜日　午前８時
30分～午後６時15分

▶相談内容　０歳から18歳未満までの児童・
　　　　　　生徒について
　　　　　　・養育に欠ける子どもの相談
　　　　　　・性格、行動、しつけについて

　の相談
　　　　　　・障害をもつ子どもの相談　
　　　　　　・非行のある子どもの相談など
▶問い合わせ 熊谷児童相談所☎521― 4152

埼玉県警察

▶相談日時　毎週火曜日・金曜日（祝日を除
く）午前９時～午後４時

▶相談内容　子どもの非行、家庭内暴力、い
じめ、犯罪被害　など

▶問い合わせ　少年サポートセンター北分室熊
谷相談室 ☎524― 4016

行田市立教育研修センター

▶相談日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～正午および午
後１時～５時

▶相談内容　幼児・小・中・高校生とその保
護者や教育関係者を対象に、日
常生活や就学、教育上などの悩み

▶相談方法　電話・面接
▶問い合わせ　同センター下忍分室 ☎555― 

0788・0819

ボランティア活動の一環で行われたジュニアリーダー研修

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
職
業
体
験
、
自
然
体

験
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど
の
社
会
参
加

や
交
流
活
動
を
通
し
て
、
青
少
年
が
規
範
意
識

や
社
会
性
を
身
に
つ
け
、

ま
た
、
自
立
心
を
は
ぐ

く
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
青
少
年
の
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　

犯
罪
や
深
刻
な
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の

　
 

青
少
年
の
社
会
参
加
を

　
　
　
　
　
　
　

促
進
し
ま
す

　

 

被
害
少
年
の
保
護
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　

推
進
し
ま
す

　

 

青
少
年
が
夢
を
持
て
る

　
　
　
　

明
る
い
社
会
づ
く
り
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 「もし自分が市長だったら」という視点から、市政に対する意見・提言を寄せていただく「市長と語る対話集
会」を昨年度に引き続き開催します。
　この集会は、自治会長をはじめとする各種団体の代表者の皆さん、さらに公募の市民の皆さんの参加もいただ
き、対話方式で市長が直接意見・提言を伺うものです。
　次の地区を対象に開催します。ぜひご参加ください。

▶開催日時・場所

▶応募資格　該当地区在住の方　
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

地　　　区 日　　　時 場　　　所

 持田、太井 　　　７月３０日（水）　午後６時 〜 ７時３０分 持 田 公 民 館

 星河、星宮 　　　８月　７日（木）　午後１時３０分 〜 ３時　　 星 宮 公 民 館

 忍、行田 　　　８月２１日（木）　午後７時 〜 ８時３０分　　 忍・ 行 田 公 民 館

 佐間 　　　８月２７日（水）　午後７時 〜 ８時３０分　　 佐 間 公 民 館

 下忍、埼玉 　　　９月２４日（水）　午後７時 〜 ８時３０分 下 忍 公 民 館

 「市長と語る対話集会」の参加者を募集します 

めざせ世界遺産！ さきたま古墳群魅力発見隊
第 7 回「 将 軍 山 古 墳 」

Ⓒ  二二ギンとコノハちゃん

将軍山古墳はどのような古墳なの
　将軍山古墳は、さきたま古墳群の北東部にある前方後円墳です。その
大きさは全長90ｍで、さきたま古墳群の前方後円墳では３番目の大き
さです。
　明治27年に後円部から横穴式石室が発掘され、環

かんとう

頭太
  た   ち

刀（頭部が環
状になった太刀）などの武器類、馬

  ばちゅう

冑（馬の顔を覆う戦闘用のかぶと）、
蛇
だ こ う

行状
じょうてっき

鉄器（鞍
くら

に旗を取り付けるための金具）などの馬具類、銅
どうわん

鋺（銅
製の器）など多くの副葬品が出土しました。また、主体部の発掘調査も
行われ６世紀後半に造られたと推定されており、出土遺

い ぶ つ

物が豊富なこと
から、さきたま古墳群の中では、古墳の構造や時代が最もよく分かる古
墳です。

　現在、市では、さきたま古墳群の世界遺産登録へ向けた活動を進めています。　
　今回は、『さきたま古墳群魅力発見隊』のニニギンとコノハちゃんが「将軍山古墳」を紹介します。

将軍山古墳

将軍山古墳展示館
　将軍山古墳は、墳丘東側が削られ石室の一部が露出するなど崩壊の危険が迫っていました。そこで、遺構や遺物
を保存活用するため墳丘と周堀を復元し、平成９年に石室の内部が見学できる展示館としてオープンしました。古
墳に立てられた埴輪や展示館内部の石室に配置された遺物からは当時の姿を知ることができます。
　
　さきたま古墳群は、このような古墳が日本有数規模で密集している古墳群で、日本の古墳文化を語るうえで貴重
な文化遺産です。
　市では、さきたま古墳群の価値をアピールしながら、今後も世界遺産登録に向けて活動していきます。めざせ！
世界遺産！

▶問い合わせ　企画政策課世界遺産推進担当（内線307）
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公平委員会委員に岡村要次氏
　

６
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て
、
公

平
委
員
会
委
員
と
し
て
岡
村
要
次
氏
（
真
名
板
・

63
歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
６
４―

６
５
２
１

岡村　要次 氏

小規模契約希望者登録制度
　市では、市内に主たる事業所を有し指名参加願いを提出していない方
の受注機会を拡大し、市内経済の活性化を促進するため、小規模契約登
録制度を設けています。

▶対象　市が発注する建設工事、修繕、業務委託、建設資材、物品購入
などのうち、比較的軽易で履行の確保が容易であり、契約金額が原則
として50万円以下（建設工事のみ130万円以下）のものです。

▶登録有効期間　偶数年8月1日～翌々年7月31日までの2年間
　※現在登録されている方の有効期限は7月31日です。
▶申請方法　申請に必要な書類を送付しますので、継続して登録を希望

される場合は７月31日（木）までに改めて申請してください。また、
新規登録は随時受け付けています。申請書などは、市ホームページ
（市民便利帳内）からダウンロードできるほか、契約検査課にも用意
しています。

　http://www.city.gyoda.lg.jp/keiyaku/syoukibo/syoukibokeiyakiukibou.html
▶問い合わせ　契約検査課契約担当（内線213）

行田市は来年、市制施行60周年を迎えます

　行田市は、昭和24年に市制を施行して以来、来年で60周年を迎えます。
　市では、市制施行60周年にあたる平成21年度を市民の皆さんと祝いながら、今までの足跡を振り返るととも
に、未来へとつなげる礎にしたいと考えています。
　そこで、この「市制施行60周年記念事業のアイデア」と、寄せられたアイデアなどを基に、記念事業を検討し
ていただく「60周年記念事業検討委員会の委員」を募集します。

60周年記念事業のアイデア募集

▶募集事業の要件　①市民がふれあい、一体感を深められるもの
　　　　　　②まちの活性化につながるもの
　　　　　　③市民の思い出に残るもの
▶募集するアイデア 【市民提案型記念事業】市民自らが主体となっ
　　　　　　　て計画し、実施する記念事業に対し、市が

　助成するもの
　　　　　 【市主催記念事業】市が主催し、市民と一体と
　　　　　　　となって実施する記念事業
▶応募資格　市内在住・在勤・在学の方
▶応募方法　市民提案型もしくは市主催の別、事業の名称

および趣旨（内容）、住所、氏名、年齢、性
別、電話番号を明記のうえ、企画政策課企画
担当へ持参、郵送、FAX、Eメールのいずれ
かの方法で提出してください。なお、市民提
案型記念事業については、収支予算案（様式
自由）もお送りください。

▶締め切り　8月15日（金）

60周年記念事業検討委員会の委員募集

▶応募資格　満18歳以上で、市内在住・在勤・
在学の方で、9月～10月ごろの
平日昼間に数回程度行う会議に出
席できる方。ただし、応募日現在、
本市の審議会などの委員の職にあ
る方は応募できません。

▶募集人数　5人
▶報　　酬　報酬・謝金などはありません。
▶応募方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号

および応募動機400字程度（様式
自由）を記入のうえ、企画政策課
企画担当へ持参、郵送、FAX、E
メールのいずれかの方法で提出し
てください。

▶締め切り　7月31日（木）
▶選考方法　書類選考のうえ決定し、結果は全員

にお知らせします。

▶応募・問い合わせ　企画政策課企画担当（内線308）、FAX553－1355、Ｅメールkikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
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県立さきたま史跡の博物館の催し

期　　日 時　　間 内　　容 費　用 定　　員

  7月26日（土） 午前9時30分〜
午後0時30分 縄文土器つくり

各600円   各30人（先着順）
  8月　2日（土） 午前9時30分〜

午後0時30分 弥生土器つくり

  8月22日（金） 午前10時〜正午 まが玉つくり
各200円   各50人（先着順）

  8月23日（土） 午前10時〜正午 古代のアクセサリー
つくり

①さきたま風土記の丘教室

▶対象　小・中学生とその保護者

②子どものための学芸員講座
▶日時　8月３日（日）
　午前10時～正午
▶対象　小学5年生～高校生
▶定員　20人
▶費用　無料

▶申し込み・問い合わせ　
　①②とも電話で同館
　☎559－1181

　ＴＢＳテレビ「サンデーモーニング」などに出演し、辛口で切れ味よいコメントが
好評の評論家、大宅映子さんをお迎えします。

▶日　　時　８月30日(土)午後１時30分開場　午後２時開演　
▶場　　所　教育文化センター「みらい」文化ホール　
▶講　　演　「皆違って皆いい―違うことは良いことだ」　
▶入 場 料　５００円　
▶入場券販売場所および期間　①男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」・生活課：７月３日(木)～８月

29日(金)　②中央公民館・地域公民館・南河原支所：７月３日(木)～31日(木)　
　※「ＶＩＶＡぎょうだ」、中央公民館、地域公民館は月曜休館。生活課、南河原支所は土・日・祝日を除く。
▶そ の 他　手話通訳・ひととき保育（２歳以上の未就学児の保育・無料）を行います。保育を希望される方は８

月15日(金)までに申し込みください。（当日申し込み不可）　
▶問い合わせ　男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」☎556―9301

大宅　映子さん

親子で作って楽しく学ぼう！
「食育ってなあに？」

　小学生の皆さん、夏休みにお父さんやお母さんととも
に料理に挑戦して、食べることの大切さについて、親子
で一緒に考えてみませんか。女の子だけでなく、男の子
も大歓迎です。

▶日　　時　７月31日(木）午前10時～午後１時
▶場　　所　男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょ

うだ」調理室
▶講　　師　行田市食生活改善推進員
▶対　　象　市内の小学生とその保護者
▶定　　員　30人（定員を超えた場合は抽選とします）
▶参 加 費　300円
▶持 ち 物　上履き、エプロン
▶申し込み・問い合わせ　７月４日(金)～24日(木)に電

話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で同センター
☎556―9301　ＦＡＸ556―9310　Ｅメール
viva@city.gyoda.lg.jp　※保育（２歳以上の未就学
児）の申し込みは７月17日(木)まで

女性の就職支援
お仕事相談（キャリアカウンセリング）開催

 「子育てが一段落したら働きたいけれど、どうし
たらよいかしら」「家庭と仕事を両立できるのか心
配だわ」「ブランクがある自分に自信が持てない」
などという悩みを抱えて、仕事への一歩が踏み出せ
ない方も多いのではないでしょうか。
 「ＶＩＶＡぎょうだ」では、埼玉県キャリアセン
ターと共催で、結婚・出産を機に退職したけれど、
条件が整えばもう一度仕事をしたいと考えている女
性を対象に、「お仕事相談」を実施します。

▶日　　時　７月16日(水)午前10時～午後４時　
▶場　　所　男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡ

ぎょうだ」研修室
▶内　　容　キャリアカウンセリング　一人45分
▶定　　員　10人（先着順）　
▶申し込み・問い合わせ　同センター☎556―

9301
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第19回テーマ展 「行田の戦後史」
　戦後社会の中核を担ってきた団塊の世代が退職を迎えたこ
とが大きな話題となっています。団塊の世代は、終戦の混乱
から民主化政策を経て独立を回復した日本が高度経済成長、
オイルショック、バブル経済の謳

おう か 

歌と崩壊、平成大不況と大
きな変動を経験した時代を過ごしました。
　政治・経済の変動は、東京から60㎞圏内にあり明治以降足
袋産業が町の代名詞ともなっていた行田にも大きな影響を与
えました。
　郷土博物館では、終戦から現在までの行田市の歴史に関す
る写真や関連資料を展示し、戦後63年の歩みを振り返ります。

▶期　　間　７月５日(土)～８月31日(日)
　　　　　 （会期中の休館日は７月７日・14日・22日・28日、８月４日・11日・18日・25日）
▶入 館 料　大人２００円、大学・高校生１００円、小・中学生50円（※団体割引あり）
▶問い合わせ　同館 ☎554―5911

本町通り（昭和32年７月）

古代蓮をつくろう

▶日　　時　７月26日（土）
　　　　　　午後１時30分～
▶場　　所　郷土博物館　
▶内　　容　20枚の折り紙で豪華な
　　　　　　蓮の花を作ります。
▶参 加 費　無料
▶定　　員　30人（先着順）　
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　同館 ☎554―5911

郷土博物館の開館時間を延長します

▶変更期間　７月１日（火）～８月31日
　　　　　　（日）
▶開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　  （入館受付は午後４時30
　　　　　　分まで）
▶期間中の休館日　毎週月曜日（祝日の
　　　　　　場合は翌日）
▶問い合わせ   同館 ☎554―5911

埼玉県ものづくりスタンプラリー2008
▶日　　時　７月５日(土)～９月15日(月)　
▶場　　所　県内の工場、伝統工芸産地、博物館、美術館など
▶内　　容　県内のものづくりの現場や、県立の博物館・美術館などを巡る

スタンプラリー　
▶費　　用　入館料、体験料など（施設により異なります）　
▶そ の 他　82カ所の体験・見学ができる企業や施設、14カ所の鉄道駅に

スタンプが設置されます。スタンプを集めると抽選で800人以
上にスタンプラリー参加企業・施設から提供された、すてきな
プレゼントが当たります。ものづくりの体験のほか、いろいろ
なものが作られるまでの秘密や職人技を見学するチャンスです。
夏休みの学習・思い出作りとしてぜひチャレンジしてください。
参加用紙は、埼玉県観光振興室ホームページ（http://www.
sainokuni-kanko.jp/stamp/index.html）で入手できます。

　　　　　　また、郵送による配布を行っています。
▶問い合わせ　埼玉県観光振興室観光・物産振興担当 ☎048―830―3955

夏休み特別展「色・いろいろな魚たち」
▶日　　時　7月19日（土）～8月31日（日）
▶内　　容　世界各地に生息するカラフルな色を持ったユニークな淡水魚の展示と解説
藍染め体験教室
▶日　　時　8月24日（日）午前10時～正午
▶内　　容　藍染めの技法を使ったハンカチなどの藍染め
▶費　　用　１作品1,000円 ※別途、入館料が必要
▶申し込み　7月24日（木）から電話で同館

いずれも
▶場　　所　さいたま水族館（羽生市三田ケ谷751－1）
▶入 館 料　大人400円、小人100円
▶問い合わせ　同館☎565－1010

さいたま水族館の催し
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彩夏到来０８埼玉総体

　全国から予選を勝ち抜いた高校生トップアスリートによる最大の祭典、
全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が今夏埼玉県で開催されます。
　７月28日（月）に開催されるさいたまスーパーアリーナでの総合開会式
を皮切りに、県内各地で29競技による熱戦が繰り広げられるこの大会は、
選手・監督約33,000人、応援者を含めると延べ60万人の来県者数が見
込まれています。空手道競技の会場地となっている行田市にも、全国から
選手・監督、応援者など、延べ13,000人の方々が訪れるものと予想され
ます。
　また、全国高等学校総合体育大会をスポーツの全国大会としてだけでな
く、大会を運営・支援する高校生一人一人が「主役」となるように、高校
生一人一役活動「kizuna活動」が展開されています。
　本市での大会でも、県立進修館高等学校をはじめ、県立不動岡高等学校
や県立羽生第一高等学校など、延べ600人の高校生により大会が運営され、
既に大会ＰＲのポスターのデザインのほか、第１回埼玉Ｂ級ご当地グルメ
王決定戦やさきたま火祭りでも広報活動が行われました。

　　　　中島陽子さん（進修館高校）

《本市での大会スケジュール》
平成20年度全国高等学校総合体育大会空手道競技大会
　【開  会  式】  ８月５日（火）　午後４時～　　　　
　【競　    技】  ８月６日（水）～８日（金）　午前９時～　
　【閉  会  式】  ８月８日（金）　午後１時３０分～　
　  ※会場は総合体育館（行田グリーンアリーナ）

県立進修館高等学校の大会出場が決定
　６月１３日（金）・１４日（土）に総合体育館「行田グリーンアリーナ」で開催された全国高等学校総合体育大会空
手道競技埼玉県予選会において、埼玉県代表校が決定しました。
　地元進修館高校から女子団体組手および男子個人組手に出場します。
　ますます盛り上がる全国高等学校総体。皆さんの温かい応援・声援をよろしくお願いします。

大会出場を決めた進修館高校空手道部の皆さん

全国高等学校総合体育大会空手道競技大会の埼玉県代表（学校名）
　【男子団体組手】 花咲徳栄高校、埼玉栄高校　　
　【女子団体組手】 花咲徳栄高校、進修館高校
　【男 子 個 人 形】 埼玉栄高校（２人）、川越西高校（１人）、
　　　　　　　　　 市立浦和高校（１人）
　【女 子 個 人 形】 松山女子高校（３人）、浦和実業高校（１人）
　【男子個人組手】 花咲徳栄高校（１人）、埼玉栄高校（２人）、
　　　　　　　　　 進修館高校（１人）
　【女子個人組手】 花咲徳栄高校（４人）

▶問い合わせ　スポーツ振興課 ☎556―8336

ポスター図案
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ご参加ください　あいあい教室

　あいあい教室は、赤ちゃんとの遊びなどを通じ
た仲間づくりの場です。保健師らによる育児につ
いての講話もあり、赤ちゃんの計測もできます。

▶日時・場所
回 日　　時 場　　所

１
7 月 22 日（火）

　午前 10 時〜
　　　　11 時 30 分

保健センター

２
7 月 31 日（木）

　午前 10 時〜
　　　　11 時 30 分

つどいの広場
（みなみかわら）

▶対　　象　生後５カ月～７カ月の赤ちゃんとそ
の保護者

▶募集人数　30組（先着順）
▶そ の 他　２日間の参加が原則です。
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　行田市子育て支援センター
　　　　　　☎553－2108（FAX兼用）

ご利用ください　病（後）児保育所

 「子どもが病気だけれど仕
事が休めない」「急な用事、
冠婚葬祭などで病気の子ども
を預かってほしい」そのよ
うなときは、病（後）児保育所
「げんきキッズ」をご利用く
ださい。安心してお子さんを
預けられる施設で、保育士と
看護師が責任をもってお預か
りします。

▶施　　設　病（後）児保育所「げんきキッズ」（小見1401―１・
南川げんきクリニック隣）　

▶対　　象　乳幼児～小学３年生
▼保育時間　午前８時～午後６時（月～金曜日）
▶利用料金　２,000円（生活保護世帯・市町村民税非課税世帯の方は無料）
▶定　　員　１日４人　
▶問い合わせ　病（後）児保育所「げんきキッズ」☎090―8111―

8751 または子育て支援課（内線263）

私たちが責任をもってお預かりします

第15回　市民祭・行田浮き城まつり第15回　市民祭・行田浮き城まつり
▶期　　日　７月26日(土)・27日(日)　
▶場　　所　国道125号線歩行者天国区域並びに県道古墳群線　
▶催 し 物 【26日(土)前夜祭】浮き城横丁フリーマーケット、ステージイベント　
　　　　　 【27日(日)市民祭】浮き城だんべ踊り、ステージイベント、ダンスコンテスト、山車のたたき合い　
　　　　　　※内容に多少の変更の場合あり　

▶問い合わせ　行田浮き城まつり実行委員会 ☎090-3318-4295 または 商工観光課（内線382）

前夜祭交通規制略図
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　市では、平成20年度、21年度の2カ年で、地域福祉計画を策定します。地域福祉計画は市民が計
画作りの主役です。皆さんの積極的な参加、協力をお願いします。

　わが国では近年、家庭や地域での助け合いの機能が
弱まりつつあります。そこで、地域に住む人たちが、
共に支え合い、助け合う地域社会づくりが求められて
います。支援を必要とする人もそうでない人も、お互
いに関係を持ちながら地域で暮らし、自分らしく生き
ることが地域福祉の原点です。地域で生活するうえで
は、多くの課題が存在します。この課題のすべてを行
政だけで解決することは不可能です。そこで、市民が
中心となり、行政、事業者が共に手を携え、地域の問
題に対応していくことが今、求められているのです。

　地域福祉計画とは、社会福祉法の規定
に基づいて市町村が策定します。この計
画は、地域福祉の理念に基づき、市民
参加により策定する必要があります。シ
ンポジウムやワークショップといったイ
ベントなどを通じて、多くの市民の皆さ
んに参加いただきます。まさに、市民の
皆さんとともに作り上げる計画なのです。
積極的な参加をお願いします。

地域福祉とは 皆さんの参加をお待ちしています

地域福祉計画策定委員を募集します
　地域福祉計画策定の中心となる委員会の委員を募集します。公募委員の方には計画策定に関する会議のほか、
ワークショップやシンポジウムなどにも参加いただく予定です。

▶応募資格　満18歳以上の市内在住・在勤・在学の方で、会議（年間3回程度）やワークショップなどのイベ
ントに参加いただける方。ただし、次に掲げる方は除きます。

　　　　　　(1)応募日現在、既に本市の審議会などの委員の職にある方
　　　　　　(2)市職員および市議会議員
▶募集人数　若干名
▶任　　期　委嘱の日から平成22年3月31日まで
▶応募方法　7月25日（金）（必着）までに「地域での支え合い」をテーマにした作文（400字程度）と住

所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号を記入した書類（自由様式）を持参、郵送またはFAXの
いずれかの方法で提出してください。

　　　　　 【郵送】〒361－8601　行田市本丸2－5　行田市役所福祉課　【FAX】554－6701
▶選　　考　書類選考（結果は全員に通知します）
▶問い合わせ　福祉課（内線287・279）
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　皆さんが医療機関などの窓口で支払う自己負担金の割合は、か
かった医療費の1割または3割です。この負担割合は、毎年新し
い年度の市民税の課税所得の確定に伴い見直しを行い、課税所得
145万円以上の被保険者が同一世帯にいる方は3割となります。
　ただし、平成19年中の収入合計額が次に該当する方は、申請
により1割となりますので、7月31日（木）までに保険年金課へ
申請してください。

後期高齢者医療制度の被保険者の皆さんへ

被保険者単身世帯の場合 383 万円未満

被保険者複数世帯の場合 520 万円未満

　4月1日現在、国民健康保険に加入している方で、4月から7月
生まれの方へ特定健診の受診券を発送しました。受診期間は7月
から10月となっています。
　医療機関へ予約のうえ、受診してください。
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272・273）

4月～7月生まれで国民健康保険に加入している方へ

　国民健康保険高齢受給者証は、８月1日（金）に更
新となります。新しい受給者証がお手元に届くのは、
７月下旬です。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割
合は、市民税の課税所得により１割（平成21年４
月１日からは２割）または３割（課税所得が145
万円以上）となります。

《負担割合が３割の方へ》
　次に該当する場合は、申請により１割（平成21年
４月１日からは２割）となります。該当する方は、７
月31日（木）までに保険年金課に申請してください。
　なお、８月以降の申請による負担割合の変更は、申
請した月の翌月１日からの適用となります。

国民健康保険に加入の高齢者の皆さんへ
（70歳以上で後期高齢者医療制度に該当しない方）

 所得判定対象者　　  同じ世帯の 70 歳以上 75 歳未満の国保加入者

1 人の場合    平成19年中の収入額が383万円未満の場合

２人以上の場合    平成19年中の収入額の合計が520万円未満の場合

※８月から平成21年７月末日までの間に、国保か
ら後期高齢者医療制度に移行する方（旧被保険
者）が同一世帯におり、現役並み所得者になった
高齢者単身世帯の場合、同一世帯の旧国保被保
険者も含めた収入合計が520万円未満で、収入
383万円以上かつ市民税課税所得145万以上の
方は限度額自己負担が、「現役並み所得者」では
なく「一般」（自己負担割合は「現役並み所得
者」の３割）となります。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272
　　　　　　　　　・273）

　所得が少ないなど、経済的な理由などで国民
年金保険料を納めることが困難な場合には、本
人の申請手続きにより保険料の納付が免除また
は猶予される制度があります。

国民年金保険料を納めることが難しい方は申請免除の手続きを

▶免除・若年者納付猶予の所得基準額

世帯構成 全額免除
一部納付

1/4 納付 半額納付 3/4 納付

4 人世帯
( 夫婦 ･ 子ども 2 人） 162 万円 230 万円 282 万円 335 万円

2 人世帯
( 夫婦のみ） 92 万円 142 万円 195 万円 247 万円

単身世帯 57 万円 93 万円 141 万円 189 万円

▶納付額　７月より1/４納付は保険料額3,600円、半額納付は
保険料額7,210円、3/4納付は10,810円となりました。

▶免除対象期間　７月から翌年６月まで
▶持参するもの　年金手帳、認印（代理の方が申請される場合）、
　所得証明書（平成20年1月1日に行田市に住所のなかった方）
　※会社を退職した人は、雇用保険離職受給資格証または雇用保

　険被保険者離職票の写しが必要です。
▶問い合わせ　保険年金課国民年金担当（内線270・275）

▶免除（全額免除・一部納付）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場
合に申請することにより、保険料の納付が全額免除ま
たは半額納付などの一部納付となります。

▶若年者納付猶予申請
　30歳未満の方で本人、配偶者の前年所得が一定額
以下の場合に申請することにより、保険料の納付が猶
予されます。※若年者納付猶予は全額免除と同基準と
なります。

　見直しにより負担割合に変更がある方には、8月1日（金）か
ら使用していただく新しい保険証を7月中旬に送付します（負担
割合に変更がない方には送付しません）。
※8月から平成22年7月末までの間、後期高齢者医療に移行する

ことによって高齢者単身世帯となり現役並み所得者になった場
合、住民税課税所得145万円以上かつ収入383万円以上で同
一世帯の後期高齢者医療で医療を受ける方と70歳以上75歳未
満の方の収入合計が520万円未満の方は、限度額についてのみ

 「現役並み所得者」ではなく「一般」を適用（自己負担割合は
 「現役並み所得者」を適用）します。
▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・227）
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平成19年中の所得が大きく減り、所得税が課税されなかった方へ

「減額申告書」の受け付けが始まりました

　市報ぎょうだ6月号でもお知らせしたとおり、平成19年中の所得が前年より大きく下がり、所得税が課税されなかった
方に対して、税源移譲によって増となった平成19年度市・県民税相当額を減額（還付）する「減額申告書」の受け付けを
行っています。

▶対　　象　次の①・②どちらの条件も満たす方
　　　　　　①平成19年度市・県民税の課税所得金額　>　所得税と市・県民税の人的控除額の差の合計額《表1参照》
　　　　　　　（分離課税分を除く）
　　　　　　②平成20年度市・県民税の課税所得金額　≦　所得税と市・県民税の人的控除額の差の合計額《表1参照》
　　　　　　　（分離課税分を除く）
▶申告期限　７月31日（木）まで　※期限後の申告は認められません
▶提出方法　「減額申告書」を平成19年１月１日現在の住所所在地の市区町村に提出してください。
　　　　　　「減額申告書」は税務課に用意してあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

《表1》【市・県民税と所得税の人的控除額の差一覧】～市・県民税と所得税とでは、配偶者や扶養などの控除額に差があります～

　　 市・県民税 所得税 差額

配偶者控除
一　　　般 33万円 38万円 　5万円

老　　　人 38万円 48万円 10万円

扶 養 控 除

一　　　般 33万円 38万円 　5万円

特　　　定 45万円 63万円 18万円

老　　　人 38万円 48万円 10万円

同居老親等 45万円 58万円 13万円

配 偶 者 特 別 控 除（※ 1） 33万円 38万円 　5万円

配 偶 者 特 別 控 除（※ 2） 33万円 36万円 　3万円

　　 市・県民税 所得税 差額

障害者控除
一　　　般 26万円 27万円 　1万円

特　　　別 30万円 40万円 10万円

特 別 障 害 者 同 居 加 算 23万円 35万円 12万円

寡 婦 控 除
一　　　般 26万円 27万円 　1万円

特　　　別 30万円 35万円 　5万円

寡 夫 控 除 26万円 27万円 　1万円

勤 労 学 生 控 除 26万円 27万円 　1万円

基 礎 控 除 33万円 38万円 　5万円

（※１）･･･配偶者の合計所得が38万円を超え40万円未満の場合　　　（※２）･･･配偶者の合計所得が40万円以上45万円未満の場合

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231・232）

 【　該　当　例　】

【平成18年は所得が有り、平成19年は所得がなく、各年とも配偶者を扶養にしている場合】
　○平成19年度（平成18年分所得）の課税所得金額（＊）　　　100万円
　○平成20年度（平成19年分所得）の課税所得金額　　　　　　　　 ０円
　○市・県民税と所得税の人的控除の差の合計額　　　　　　　　  10万円（配偶者5万円、基礎控除5万円）
　＊課税所得金額とは、給与や年金などの所得から、社会保険料・配偶者・扶養などの控除を差し引いた金額です

　１　平成19年度 市・県民税額（税源移譲後）
　　　課税所得金額100万円 × 10％(※3)－ 調整控除(※5) 5,000円 ＝ 95,000円（所得割額）…①
　２　税源移譲前の税率で計算した平成19年度 市・県民税額
　　　課税所得金額100万円 × ５％(※4)＝ 50,000円（所得割額）…②
　３　減額する税額
　　　①95,000円 － ②50,000円 ＝ 45,000円が減額となります
　　　※既に納付済みの場合は還付します　　※市・県民税均等割額は減額の対象となりません

【参考】
  平成19年度 市・県民税率（税源移譲後）　　　　　   平成18年度 市・県民税率（税源移譲前）

 課税所得金額 市民税 県民税 合計

　　　　　一　律   6％ 　4％ 10％（※3）

（※6）課税所得金額が300万円の場合、200万円までは5％、残りの 
            100万円は10％を乗じて算出します。

課税所得金額（※ 6） 市民税 県民税 合計

　200 万円以下の部分まで   ３％ 　2％   ５％（※4）

　200 万円超 700 万円以下の部分まで   ８％ 　２％ 10％

　700 万円超の部分 10％ 　３％ 13％
（※5）調整控除　
【課税所得金額が200万円以下の場合】
　　人的控除差額の合計と課税所得金額のいずれか小さい額の５％
【課税所得金額が200万円以上の場合】
　　{人的控除差額の合計－（課税所得金額－200万円）}×５％ 
　　※この金額が2,500円未満の場合は2,500円
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  減額の対象となる住宅は…

　平成20年1月1日以前から存在し、平成20年４月１
日から平成22年３月31日までの間に、省エネルギー
の観点から住宅の外気断熱工事など（例えば、窓の二
重サッシ化や天井、外壁、床に適切な量の断熱材を入
れる工事）が完了した住宅です。

  減額される期間や金額は…

　省エネ改修工事が完了した年の翌年度課税分（１月
１日に完了の場合は、その課税年度分）のみ、床面積
120㎡分までを限度に当該家屋の固定資産税額の３分
の１を減額します。

  減額を受けられる住宅の要件は…

　次の要件をそれぞれ満たす必要があります。
　①平成20年１月１日以前に建てられた住宅で、次の
　　(ア)～(エ)のうち、(ア)を含む工事を行うこと
　   (ア) 窓の改修工事（必須）
　   (イ) 床の断熱改修工事

　   (ウ) 天井の断熱改修工事
　   (エ) 壁の断熱改修工事（外壁の工事に限る）
　②工事費用が30万円以上であること
　
  減額を受けるための手続きは…

　税務課15番窓口に備えてある「住宅の省エネルギー
改修工事に伴う固定資産税減額申請書」に必要事項を
記入し、次の書類を添付のうえ、省エネ改修工事完了
後３カ月以内に提出してください（やむを得ない理由
があると認められる場合は、３カ月を過ぎての申請で
も減額できる場合があります）。
【添付書類】
　・建築士、指定確認検査機関または登録住宅性能評
　　価機関による証明書（省エネ基準適合証明書）
　・省エネルギー改修工事に要した費用を証する書類
　　の写し（見積書、領収書）
　※この制度は、バリアフリー改修工事をした家屋の固定
　　 資産税の軽減制度と併せて受けることができます。

▶問い合わせ　税務課資産税担当（内線234）

ご利用ください　市指定市民保養施設利用料金補助制度

▶補助対象 　
　　当該利用日現在、市内に住所の

ある方で、行田市国民健康保険保
養施設宿泊利用要綱の規定による
補助券の交付を受けていない方。

▶補助金額　
　大人（中学生以上）
　　１人１泊　　２，０００円
　子供（３歳以上小学生以下）
　　１人１泊　　１，０００円
　※子供は子供料金利用者について

　補助します。
▶補助限度　
　　１人につき一年度（４月１日～

翌年３月31日）内２泊まで
▶申請期間　
　　直接宿泊施設に利用予約をした

後、利用日の10日前までに生活
課16番窓口へ印鑑を持参のうえ
申請してください。（シャチハタ
不可）

　※同行する方の住所・氏名・生年
　月日も記入していただきますの
　で、事前に確認してください。

▶補助方法　
　　交付された補助券を施設に提出

すると、補助金額分を差し引いた
額で精算されます。

▶問い合わせ　生活課（内線252）

施設名 電話番号
☆休暇村 裏磐梯
（福島県北塩原村） 0241－32－2421

国民宿舎 翁島荘
（福島県猪苗代町） 0242－65－2811

かんぽの宿 大洗
（茨城県大洗町） 029－267－3191

奥日光湯元温泉 おおるり山荘
（栃木県日光市） 0120－582－870

塩原温泉ホテル
（栃木県那須塩原市） 0120－582－854

ホテル岩嶽
（栃木県那須塩原市） 0120－582－871

塩原温泉ホテルおおるり
（栃木県那須塩原市） 0120－582－853

ホテルニュー八汐
（栃木県那須塩原市） 0120－582－852

ホテル八汐
（栃木県那須塩原市） 0120－582－856

塩原温泉かもしか荘
（栃木県那須塩原市） 0287－32－2524

平家本陣
（栃木県日光市） 0120－582－861

ホテルニューおおるり
（栃木県日光市） 0120－883－489

ホテル沢風
（栃木県日光市） 0120－582－863

旅荘おおるり荘
（栃木県日光市） 0120－582－859

☆休暇村 那須
（栃木県那須町） 0287－76－2467

那須高雄温泉おおるり山荘
（栃木県那須町） 0120－582－865

▶市指定保養宿泊施設
施設名 電話番号

☆休暇村 鹿沢高原
（群馬県嬬恋村） 0279－98－0511

ホテルニュー紅葉
（群馬県草津町） 0120－582－867

かんぽの宿 草津
（群馬県草津町） 0279－88－5761

草津温泉ホテルおおるり
（群馬県草津町） 0120－582－851

★尾瀬高原ホテル
（群馬県片品村） 0278－58－7511

ホテルシャトゥ猿ケ京咲楽
（群馬県みなかみ町） 0278－66－1151

国民宿舎 両神荘
（埼玉県小鹿野町） 0494－79－1221

奥武蔵あじさい館
（埼玉県飯能市） 042－978－2888

国民宿舎サンライズ九十九里
（千葉県九十九里町） 0475－76－4151

休暇村 館山
（千葉県館山市） 0470－29－0211

国民宿舎 胎内パークホテル
（新潟県胎内市） 0254－48－3321

☆ニューグリーンピア津南
（新潟県津南町） 0257－65－4611

あずまや高原ホテル
（長野県上田市） 0120－54－1263

伊豆潮風館
（静岡県伊東市） 0557－51－1504

熱川シーサイドホテル
（静岡県東伊豆町） 0120－582－873

※★印の施設は、行田市民であることを予約時に伝えれば、協定料金で泊まれます。また、市指定市民保養施設利
　用料金補助と併用できます。
※施設によって料金区分が異なることがありますので、利用施設に問い合わせください。
※☆印の施設のキャンプ場・コテージ利用は補助対象外です。



14

7月 15日 ( 火 ) から 24日 ( 木 ) まで、夏の交通事故防止運動が実施

されます。この運動は、交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの

遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることにより、夏休み中の児童・

生徒の交通事故、夏の解放感などから起こる交通事故の防止を目的として

います。

重点目標
①児童・生徒の交通事故防止

②自転車・バイクの安全利用の促進

③シートベルト・チャイルドシート着用の徹底と安全車間距離の保持

皆さんも交通ルールを守り、交通事故防止にご協力ください。

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

交通遺児等育成資金の貸付は、自動車事故に

より亡くなった方、または重度の後遺障害が残

った方の子ども（中学校を卒業するまで）を対

象に、政府資金を無利子でお貸しする制度です。

▶対　　象　0歳から中学校卒業までの子ども
（本人）

▶申 込 者　その子どもを扶養している保護者
▶貸付金額　一人につき
　　　　　　・一時金　155,000円

　　　　　　・貸付期間中　毎月20,000円

　　　　　　・小･中学校に入学した際の支度

　　　　　　　金44,000円

▶貸付期間　貸付が決定した月から中学校卒業
の月まで

▶返還方法　割賦（月賦・半年年賦・年賦から
選択できます）による20年以内

の均等払い

▶返還時期　中学校卒業後1年間据え置いてか
ら返還開始

▶返還猶予　中学校を卒業して高校・大学など
に進学した場合は、在学期間中は

返還を猶予します

▶問い合わせ　独立行政法人自動車事故対策機構
　　　　　　埼玉支所☎048－824－1945

　　　　　　FAX048－824－1946

後部座席シートベルト着用義務化をはじめとした改正道路

交通法が、6月1日から施行されました。

改正となった主な内容は、次のとおりです。

後部座席シートベルトの着用義務化
自動車の運転手は、後部座席も含めて同乗者全員にシート

ベルトを着用させなければなりません。

75歳以上の運転者に「高齢運転者標識」の表示の義務化
75歳以上の運転者は、「高齢運転者標識」を表

示しないで自動車を運転してはいけません。

高齢運転者標識を表示した車に対し幅寄せや割

り込みをしてはなりません。

「聴覚障害者標識」の表示の義務化
運転免許を取得できなかった一部の聴覚障害者

が、ワイドミラーの装着を条件に普通免許に限っ

て取得することが可能となりました。これにより

免許を取得した方が自動車を運転する場合は、「聴

覚障害者標識」を表示しなければいけません。

聴覚障害者標識を表示した自動車に対し幅寄せや割込みを

してはなりません。

自転車の通行などに関するルールの改正
次のような場合に、自転車での歩道通行ができます。その

際には、車道寄りを通行するとともにいつでも止まれるよう

に徐行をして、歩行者の安全確保に努めなければなりません。

○歩道に自転車歩道通行可の標識があるとき

○児童（6歳以上13歳未満）および幼児（6歳未満）が

運転しているとき

○70歳以上の高齢者が運転しているとき

○車道または交通の状況からみて自転車の通行の安全を確

保するため、やむを得ない（道路工事等で左側を通行で

きない場合など）と認められるとき

その他、児童・幼児を自転車に乗車させるとき、保護者は

ヘルメットを着用させるよう努めなければなりません。

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

夏の交通事故防止運動が始まります

埼玉県交通安全対策協議会では、県内在住の交通遺児等を対象に、援護

一時金を給付しています。

※「交通遺児等」とは、18歳以下の人で保護者（一方または双方）が、

交通事故（陸海空すべての交通事故が対象）により死亡または重い障害（お

おむね身体障害者手帳の基準で1～3級相当）を負った方をいいます。

▶対　　象　平成19年4月1日以降、交通遺児等になった県内在住の　
　　　　　　18歳以下の方

▶給 付 額　対象者1人につき5万円（1事故につき1回のみ）
▶給付時期　平成20年10月または平成21年4月
▶申請書類　市役所、学校で配布します。
▶提出期限　平成20年10月支給分…平成20年8月31日まで
　　　　　　平成21年4月支給分…平成21年2月28日まで

▶問い合わせ　埼玉県県民生活部交通安全課☎048―830―2958

ご存じですか
交通遺児等育成資金貸付制度

6月1日から改正道路交通法が施行されました

交通遺児等援護一時金を給付します

高齢運転者標識

聴覚障害者標識
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サマージャンボ宝くじの賞金は、1 等・前後賞合わ
せて 3 億円。2 等は 1 億円。この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
○1等　2億円×40本
○前後賞　各5,000万円
○2等　1億円×80本
○3等　1,000万円×400本
○4等　50万円×4,000本
▶発売期間　7月14日(月)～8月1日(金)
▶発売場所　全国の宝くじ売場 

（通信販売で買うこともできます）
▶抽 選 日　8月12日(火)
▶問い合わせ　(財)埼玉県市町村振興協会

☎048―822―5004

台風や集中豪雨が発生しやすい時期になりました。水害に備えて事前の対策をしっかり行い、家庭
ぐるみ、地域ぐるみで被害を最小限に抑えましょう。

サマージャンボ宝くじ発売第27回行田市防災訓練を
実施します

▶日時　8月30日（土）午前8時〜
▶場所　南河原中学校
▶参加自治会　南河原地区自治会（8自治会）
▶概要　午前8時、埼玉県北部を震源とするマグニ

チュード7.4、震度6強を超える地震が発生したとの
想定で、南河原地区の住民、地元消防団、防災関係機
関などの協力のもと、各種訓練を実施します。
▶主催　行田市
▶注意　当日は、午前8時に

訓練用のサイレンを鳴らし
ます。火災と間違えないよ
うご注意ください。
▶問い合わせ　防災安全課防

災担当（内線282）

台風シーズン到来 家庭で万全な水害対策を

▶問い合わせ
　防災安全課防災担当
　（内線282）

気象情報に注意し、安全対策の確認
・テレビやラジオ、市や防災関係機関からの気象
　情報（大雨警報・注意報など）に注意する。
・浸水に備えて、家財道具は安全な場所へ移動し
　ておく。
・懐中電灯や携帯ラジオ、非常持出品を用意して
　おく。
・飲料水や食料を数日分確保しておく。
洪水ハザードマップの活用
・自宅や職場などが洪水時に、どのくらいの浸水
　が予想されているか確認しておく。
※洪水ハザードマップは市ホームページでも確認
できます。
http ://www.c ity .gyoda. lg . jp/bousai/
hazardmap/00_top.htm

対策ポイント1

長雨や大雨時、排水量の抑制
　家庭排水も広範囲にわたって排出されると相当
の水量になります。できるだけ風呂や洗濯の排水
を控えて､ 少しでも下水道を流れる水量を減らし
ましょう。

対策ポイント2

水害が発生したら次の点に注意し、早めの避難
・高い場所に避難する。
・エレベーターや車を使わない。
・水圧でドアが開かなくなることがあるため、戸外
　へ早めに避難する。

対策ポイント3

避難（場）所と持出品のチェック
　避難所・避難場所の位置や非常持出品をもう一
度チェックし、災害に備えましょう。避難所・避
難場所、非常持出品の一覧は、「行田市防災ガイド
ブック」または市ホームページ（防災対策）をご
覧ください。
http://www.city.gyoda.lg.jp/bousai/map/
index.html

対策ポイント4
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行方不明の人をさがす相談所

　ご家族の方が、事故などに遭遇してい
るおそれがある場合や、病気などを苦に
家出している場合などで心配、お困りの
方はご相談ください。

▶日　　時　８月５日（火）・６日（水）
　　　　　　午前９時～正午、午後１時

～５時　
▶場　　所　埼玉県警察本部（県庁第２
　　　　　　庁舎６階）　
▶問い合わせ　同本部刑事部鑑識課 
　　　　　　☎048―832―0110
　　　　　  （内線4625）

埼玉県内市町村職員採用合同説明会を開催します

  「彩の国さいたま人づくり広域連合」では、分権時代を担う人材を確保す
ることを目的として、「埼玉県内市町村職員採用合同説明会」を開催します。
　この合同説明会は、市町村職員を志望する皆さんに、職員採用試験や仕事
の内容について知っていただく場として開催するもので、市町村ごとに設
置するブースでは、市町村の特色や職員の募集状況、勤務条件などについて、
直接人事担当者に聞くことができますので、多くの市町村ブースに気軽にお
立ち寄りください。
　なお、当市は合同説明会でブースを設置する予定です。
▶日　　時　７月23日（水）正午～午後４時
▶場　　所　さいたまスーパーアリーナ
▶そ の 他　参加無料、予約不要、入退場自由。採用試験や面接試験の場で
　　　　　　はありません。
▶問い合わせ　同広域連合自治人材開発センター人材開発部
　　　　　　☎048－664－6681（直通） ＦＡＸ 048－664－6667
　　　　　　ホームページ　http://www.hitozukuri.or.jp/navi/

　市では、事務事業の見直し、組織の合理化、職員の適
正配置などにより職員数の抑制に努めていますが、「団
塊の世代」の職員の退職を迎え、職員年齢構成が大幅に
変化することから、活力ある組織体制を維持するため、
分権時代を担う人材を募集します。

▶試験日時　９月21日(日)　午前８時30分（受付は午
前８時～）

▶試験会場　教育文化センター「みらい」
▶募集職種・募集人数（予定）
 【一般事務職】若干名【土木技術職】２人【保健師】１人  
 【学芸員（考古学）】１人【消防職（救急救命士）】１人
 【消防職（その他）】 ２人
　※採用予定人数は、欠員状況により変更になる場合があります。

▶受験資格
 【一般事務職】

　学校教育法による大学・短期大学（専門学校（修業
年限２年以上）を含む）・高等学校を卒業した方また
は平成21年３月31日までに卒業見込みの方の最終学
歴により、次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方
・大学卒　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日
　　　　　までに生まれた方
・短大卒　昭和59年４月２日から平成元年４月１日
　　　　　までに生まれた方
・高校卒　昭和61年４月２日から平成３年４月１日
　　　　　までに生まれた方

 【土木技術職】
　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日までに生
まれた方で、学校教育法による大学で土木の専門課程
を専攻し卒業した方または平成21年３月31日までに
卒業見込みの方

 【保健師】
　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日までに生
まれた方で、保健師の資格を有する方または平成20

  市職員を募集します
年度の国家試験で資格を取得できる見込みの方

 【学芸員（考古学）】
　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日までに生
まれた方で、学校教育法による大学で日本考古学の専
門課程を専攻し卒業した方または平成21年３月31日
までに卒業見込みの方で、学芸員となる資格を有する
方および平成21年３月31日までに資格を取得できる
見込みの方

 【消防職（救急救命士）】
　学校教育法による大学・短期大学（専門学校（修業
年限２年以上）を含む）を卒業した方、または平成
21年３月31日までに卒業見込みの方の最終学歴によ
り次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方で、救急
救命士の資格を有する方または平成20年度の国家試
験で資格を取得できる見込みの方

　・大学卒　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日
　　　　　　までに生まれた方
　・短大卒　昭和56年４月２日から平成元年４月１日
　　　　　　までに生まれた方
 【消防職（その他）】

　学校教育法による大学・短期大学（専門学校（修業
年限２年以上）を含む）・高等学校を卒業した方、また
は平成21年３月31日までに卒業見込みの方の最終学
歴により、次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方

　・大学卒　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日
　　　　　　までに生まれた方
　・短大卒　昭和59年４月２日から平成元年４月１日
　　　　　　までに生まれた方
　・高校卒　昭和61年４月２日から平成３年４月１日
　　　　　　までに生まれた方
▶申し込み　８月１日（金）～１１日（月）に人事課へ。

（郵送の場合は８月８日（金）の消印まで有効）試験案
内・申込書は、７月１日（火）から人事課で配布します。

▶問い合わせ　人事課（内線208）
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▶試験区分・受験資格

▼受 付 期 間　　
　【持参・郵送】7月11日（金）〜8月20日（水）
　※期間内消印有効
　【インターネット】7月11日（金）〜 8月19日（火）
　※最終日は午後 5 時まで
▶第１次試験日　9 月 21 日（日）
▶そ の 他　7 月 17 日（木）・26 日（土）

に就職説明会、8 月 10 日（日）・11 日（月）
に警察業務体験を警察学校で行います。

▶問い合わせ　
　埼玉県警察採用センター☎ 0120–373514
　または行田警察署☎ 553–0110

試験区分 受験資格　（  ）内の年齢は平成20年4月１日現在

Ⅰ類 昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれた（29 歳
まで）、大学卒業（見込み）の方

Ⅱ類

昭和 53 年 4 月 2 日から平成元年 4 月１日ま
でに生まれた（19 〜 29 歳）、短大または専
修学校（2 年制以上の専門課程）などを卒業（見
込み）の方

Ⅲ類
昭和 53 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日
までに生まれた（17 〜 29 歳）、Ⅰ類・Ⅱ類
に該当しない方

武道・体育
指導Ⅰ類　

Ⅰ類の受験資格があり、一定の要件を備え、卓
越した技術などを有する方

平成 20 年度  第 2 回
埼玉県警察官採用試験

平成 20 年度 自衛官募集

※日本国籍を有し、平成 20 年４月１日現在
18 歳以上 27 歳未満の方（募集項目により、
受付開始日および年齢制限が異なります）

▶その他　７月 21 日（月）午前 10 時〜午後
３時に事務所説明会を行います。

▶問い合わせ・願書・資料請求
自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
☎ 522–4855

（〒360–0037 熊谷市筑波３–90–１国際ビ
ル２階）

募　集　項　目 受　付　期　間 試　験　日

防衛大学校学生（一般） ９月８日〜 30 日 11 月 15 日・16 日

　　　〃　　■（推薦） ９月５日〜９日 ９月 27 日・28 日

防衛医科大学校学生 ９月８日〜 30 日 11 月１日・２日

看 護 学 生 ９月８日〜 30 日 10 月 25 日

航 空 学 生 ８月１日〜９月 10 日 ９月 23 日

一 般 曹 候 補 生 ８月１日〜９月 10 日 ９月 20 日

２等陸海空士 男 子 通　年　実　施 ９月 16 日・17 日

　　　〃　　 女 子 ８月１日〜９月 10 日 ９月 28 日・29 日

起業家の皆さんを応援します
　市では、起業家への支援と空き店舗等の有効活用を図るた
め、市内の空き店舗等を賃借して新たに事業を開始しようと
する方に、家賃や出店に当たっての改装費用の一部助成を行っ
ています。

※助成対象要件がありますので、詳しくは問い合わせください。

▶問い合わせ　商工観光課（内線 384）

助成区分 対象経費 助成率 助成限度額

空き店舗等
家賃助成　

空き店舗等の賃借料
（消費税を除く） 対象経費の 1/2 50,000 円 / 月

（最長 36 カ月）

空き店舗等
改修費助成

空き店舗等の当初改修費
（消費税を除く ) 対象経費の 1/2

100㎡以下の店舗等
500,000 円

100㎡を超える店舗等
1,000,000 円

そ の 他 特 定 建 築 物
2,500,000 円

創業支援セミナー＆創業定例個別相談会
　行田商工会議所では、独立開業を目指す方または開業して
間もない方などを対象に、「創業支援セミナー＆創業定例個別
相談会」（後援：行田市）を開催します。
　創業に必要なノウハウが学べる内容となっていますので、
ぜひこの機会に、夢の実現に向けてご参加ください。

創業支援セミナー
▶日　　時　7 月 21 日（月）・27 日（日）
　　　　　　午前 9 時 30 分〜午後 2 時 30 分
▶場　　所　行田商工会議所会議室（商工センター 3 階）
▶受 講 料　3,000 円
▶定　　員　15 人（先着順）
※両日ともセミナー終了後に個別相談会を実施します。

創業定例個別相談会
▶日　　時　毎月第 1 金曜日の午後
▶場　　所　行田商工会議所会議室（商工センター 3 階）
▶費　　用　無料（ただし、事前予約が必要）

▶問い合わせ　同会議所☎ 556–4111

夏休み親子犬の飼い方教室
▶日　　時　【第１回】７月 24 日（木）【第２回】８月 26

日（火）両日とも午前 10 時〜午後３時
▶場　　所　県動物指導センター（熊谷市板井 123）
▶内　　容　①子犬の給餌、シャンプー体験 　②犬について
　　　　　　の話（習性、飼い方など）　③犬の心音聴取、寄

生虫検査実習　④犬のしつけ方体験
▶対　　象　県内在住の小学４年生〜６年生とその保護者
▶定　　員　各回１０組
▶費　　用　無料
▶申し込み・問い合わせ　第１回は７月 14 日（月）、第２回

は８月 15 日（金）までに電話で同センター ☎
536–2465
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パートタイム労働法とは
　パートタイム労働者の公正な待遇の実現を図るとと
もに、パートタイム労働者がその有する能力を十分に発
揮できる魅力的な就業形態となることを目指すもの

パートタイム労働法上の「パートタイム労働者」とは　
　１週間の所定労働時間が、同じ事務所に勤務する通常
の労働者と比べて短い方

～パートタイム労働法のポイント～
○労働条件の文書交付・説明義務
○均衡の取れた待遇の推進
 　・すべてのパートタイム労働者を対象とした、通常の労
　　働者との均衡の取れた待遇の確保措置の義務または努力
　　義務
　 ・通常の労働者と同視すべきパートタイム労働者に対
　　する差別的取り扱いの禁止
○通常の労働者への転換を推進するための措置義務

パートの方から次のような相談を受け付けています　
○正社員と同じ責任で同じ仕事をしているのに、パート

は全員低い時給で賞与もない。
○今の会社で正社員になりたいけれど、正社員になる道

はないと会社に言われた。
○正社員は会社の更衣室や休憩室、食堂が使えるのに、

パートは使えない。
○正社員はレジ研修を受けられるのに、パートは受けさ

せてもらえない。

▶相談・問い合わせ　埼玉労働局雇用均等室 
　　　　　　　　　　☎ 048―600―6210　

パートタイム労働法が改正されました

　消費生活用製品安全法の一部が改正され、製品の長期使用
に伴う劣化（経年劣化）による重大事故を防止するための制
度が創設されました。

長期使用製品安全点検制度
　平成 21 年４月１日から製造または輸入される以下の 9 品
目の製品について点検制度が設けられ、所有者（消費者、家
屋賃貸人など）が果たすべき役割として、次のことが定めら
れました。

【点検制度対象製品】
 ・屋内式ガス瞬間湯沸器（都市ガス用）　・屋内式ガス瞬間湯
　沸器（ＬＰガス用） 　・屋内式ガスふろがま（都市ガス用）
 ・屋内式ガスふろがま（ＬＰガス用） 　・石油給湯機  
 ・石油ふろがま 　・密閉燃焼（ＦＦ）式石油温風暖房機
 ・浴室用電気乾燥機 　・組込み（ビルトイン）式電気食器洗機

【所有者（消費者、家屋賃貸人）の果たすべき責務】
①製品の持ち主は設置場所などの情報を登録してください

　対象製品を購入の際、購入者は所有者票（製品に付属
されているはがきなど）の送付や電話、インターネット
などにより、製造・輸入業者（メーカーなど）に持ち主
の情報（製品の設置場所や連絡先など）を登録してくだ
さい。引っ越しなどにより持ち主の情報が変更された場
合も登録の変更が必要です。

②製品の持ち主は点検（有料）を受けてください（※１）
　　対象製品には、製品を安全に使用できる目安の期間と

なる「設計標準使用期間（※２）」や「点検期間」などの
表示がされています。メーカーなどから、「点検期間」が
始まる前に、登録した所有者情報にしたがい、郵送など
により点検通知が届きますので点検を受けましょう。

　（※１）対象製品が、賃貸住宅にもともと設置されている場
合、家主が法律で定められた製品の持ち主となります。

　（※ 2）使用時間などによっては、この期間よりも早く製品
が劣化して事故につながるおそれがありますのでご
注意ください。

▶問い合わせ　関東経済産業局産業部消費経済課製品安全室 
　☎ 048－600－0409　経済産業省ホームページ http://
　www.meti.go.jp/product_safety/producer/shouan/

07_shouan_panfu.pdf

川の国埼玉フォトコンテスト

　ＮＴＴ東日本では地球環境保護・資源の有効活用のため、
古い電話帳のリサイクルを積極的に推進しています。新しい
電話帳を７月中に各家庭へお届けしますので、その際に古い
電話帳を配達員へお渡しください。
　不在などで古い電話帳を回収できなかった方には、改めて
回収に伺いますので、ご連絡ください。

▶問い合わせ　タウンページセンタ ☎ 0120―506―309

古い電話帳を回収します

製品の長期使用に関する
点検制度が始まります

　県内の水辺スポットは、レジャー、スポーツ、祭りな
ど人々の憩いの場として親しまれています。こうした魅
力的なスポットを広くＰＲするため、フォトコンテスト
を開催します。

▶題材　県内の河川・湖沼・農業用水など水辺の観光スポット
▶部門　①一般部門　②ジュニア部門（中学・高校生）
　③キッズ部門　
▶サイズ　カラープリント・キャビネ（2L）判〜四ツ切
　（ワイド可）　
▶賞　表彰状・各部門最優秀賞、優秀賞および特別賞　
▶その他　詳しい内容はホームページをご覧ください。
　http://www.sainokuni-kanko.jp　
▶応募・問い合わせ　７月１日（火）～ 10 月 31 日（金）

に（社）埼玉県観光連盟「川の国埼玉フォトコンテスト」
係へ（〒330―9301 さいたま市浦和区高砂３―15
―１）☎ 048―830―3957 
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手話奉仕員養成講習会（入門課程）

▶日　　時　７月 23 日～ 11 月 26 日（８月 13 日を除く）
の毎週水曜日午後７時～９時（全18 回）

▶場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」第３研修室
▶定　　員　25 人　
▶費　　用　1,200 円（教材費）　
▶申し込み・問い合わせ
　７月10 日（木）から行田市社会福祉協議会☎ 557–5400

ごみ出しルールを守ってきれいなまちを
～家電製品のコードなどはまとめてください～
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　総合福祉会館「機能回復訓練プール」の水抜き清掃を実施
しますので、８月 13 日（水）～ 18 日（月）は利用休止と
なります。
　なお、機能回復訓練室は通常通り利用できます。
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎ 557–5400

総合福祉会館「機能回復訓練プール」の
水抜き清掃を行います

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少
量
化
を
図
る
た
め
、

不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲

介
を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
学
習
机　

▽
歩
行
器　

▽
食
器
棚　

▽
作
業
台　

▽
エ
レ
ク
ト

ー
ン　

▽
サ
イ
ド
ボ
ー
ド　

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
シ
ル

バ
ー
カ
ー
（
手
押
し
車
）
▽
ベ
ビ
ー
バ
ス　

▽
27
イ
ン
チ
三
段
ギ

ア
付
自
転
車
（
シ
ル
バ
ー
）
▽
テ
レ
ビ
（
14
型
）
▽
ワ
ン
ド
ア
小

型
冷
蔵
庫　

▽
ス
チ
ー
ル
机　

▽
壁
掛
エ
ア
コ
ン
（
６
畳
用
）
▽

洋
服
ダ
ン
ス　

▽
鏡
台　

▽
整
理
ボ
ッ
ク
ス　

▽
編
み
機　

▽
本

棚　

▽
折
り
た
た
み
机　

▽
組
み
立
て
用
机　

▽
和
ダ
ン
ス　

▽

ベ
ビ
ー
カ
ー　

▽
子
供
用
バ
ギ
ー　

▽
電
子
レ
ン
ジ　

▽
台
車　

▽
腹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
大
人
用
自
転
車
（
26
・
27
イ
ン
チ
）
▽
家
庭
用
小
型
耕
運
機　

▽
テ
レ
ビ
（
20
型
以
下
、
25
型
）
▽
ス
チ
ー
ル
製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

▽
手
動
車
い
す　

▽
パ
ソ
コ
ン　

▽
リ
ヤ
カ
ー　

▽
湯
沸
か
し
器

（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
）
▽
ベ
ビ
ー
用
つ
み
き　

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト　

▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー　

▽
幼
児
用
手
押
し
車　

▽
冷
蔵
庫

▽
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ　

▽
階
段
に
取
り
付
け
る
安
全
具　

▽
エ
レ
ク

ト
ー
ン　

▽
洗
濯
機　

▽
整
理
ダ
ン
ス　

▽
パ
ソ
コ
ン
用
プ
リ
ン

タ
と
ス
キ
ャ
ナ　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ

ー　

▽
精
米
機　

▽
ト
ラ
ク
タ
ー　

▽
歩
行
器　

▽
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車　

▽
ス
テ
レ
オ
ア
ン
プ　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
業
務

用
ミ
シ
ン　

▽
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン　

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

▽
Ｍ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
腕
時
計　

▽
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト　

▽
ビ
ジ
ネ
ス
用

バ
ッ
グ　

▽
一
輪
車　

▽
冷
風
機　

▽
冷
蔵
庫

▼
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
☎
５
５
６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

　行田市シルバー人材センターにはいろいろな技術や能力を
持った人生経験豊かな約 330 人の会員がおり、市民の皆さ
んから幅広い分野の仕事を引き受けています。ぜひ当センター
をご利用ください。
　また、市内在住の 60 歳以上の方で、健康で働く意欲のある
皆さん、無理なくできる軽易な仕事を通じて社会参加をしま
せんか。旅行やサークル活動など楽しい催しも実施しています。
　毎月第３木曜日午前 10 時から入会説明会を行っています。
▶問い合わせ　行田市シルバー人材センター☎ 556–5221

ご利用くださいシルバー人材センター

　粗大ごみや燃やせないゴミとして出される家
電製品のコードやビニールホースなどが束ねら
れていないと、他のゴミと絡まり収集に支障を
きたす場合があります。
　これらは、必ずひもなどで結
えて集積場所に出してください。
▶問い合わせ
　環境課環境業務担当
　☎ 556–9530
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

ママ･パパ教室（2コース）
回 日　　　時 内　　　容

１
８月　５日（火）

午後１時３０分〜４時

　　オリエンテーション
　　妊娠と分娩のお話
　　グループワーク

２
９月　４日（木）

午前１０時〜午後２時３０分

　　ママと赤ちゃんの栄養
　　ママのための調理実習
　　妊娠中の歯の健康

３
９月１１日（木）

午後１時３０分〜４時

　　妊娠中と産後の生活
　　赤ちゃんの保育
　　先輩ママの話　　

４
９月２６日（金）

午後１時３０分〜４時

　　子どもの成長と育児
　　沐浴実習
　　パパの妊婦体験

※受付時間は、教室開始時間の15分前からになります

場　　所　保健センター、VIVAぎょうだ（第2回のみ）
対　　象　・初めてお母さんになる方とそのご家族
　　　　　　（特に第４回はお父さんになる方の参加

　をお待ちしています）
	 ・行田市に住民票のある方
費　　用　200円（第2回の調理実習のみ）
持 ち 物　母子健康手帳、筆記用具　　
　　　　　※第2回調理実習時はエプロン・ハンドタ

　オル・バンダナまたは三角巾・スリッパ
　を用意してください。

申し込み　母子健康手帳交付時にお渡しした参加申込書
　　　　　　　　　　  　（はがき）を郵送、または電話で保健センター。

児童・生徒対象の予防接種はお済みですか
　小学6年生対象の二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接
種、中学１年生および高校3年生相当対象の麻しん・風し
ん予防接種はお済みですか。予診票などのない方は、母
子健康手帳を持参して保健センターにお越しください。

日本脳炎予防接種
　日本脳炎予防接種は平成17年に厚生労働省から接
種勧奨の差し控え勧告が出されたことにより、市では
現在も接種の勧奨をしていません。しかし、日本脳炎
の流行地域（東南アジア諸国など）へ渡航するなど日
本脳炎に感染する恐れが高い場合には、国指定の同意
書に署名のうえ、医療機関で接種することができます。
希望される方は保健センターに問い合わせください。
　詳しくは厚生労働省ホームページ「日本脳炎ワクチ
ン接種に係るQ&A」をご覧ください。

狂犬病の予防注射はお済みですか
　生後91日以上の犬の飼い主は、「犬の登録」をして、
鑑札の交付を受けること、また、毎年1回「狂犬病予
防注射」を受けさせて注射済票の交付を受けることが、
法令で義務付けられています。予防注射は、特別な理
由のある場合を除き毎年６月末日までに受けさせるこ
とになっています。まだ受けさせていない方は、獣医
師のもとで早めに受けさせてください。
　また、注射を受けた後は必ず獣医師が発行した「注
射済証」を保健センターに持参し、注射済票の交付（手
数料550円）を受けてください。なお、未登録の場
合は、別途「登録手数料3,000円」が必要です。

糖尿病予防教室
回 日　　時 内　　　容

１ ８月２５日（月）
午後１時〜３時

　  「糖尿病を正しく知ろう」
　  医師による講話

２ ９月　４日（木）
午後１時〜３時

　  「糖尿病予防の基本の食事」
　  栄養士による講話

３ ９月１６日（火）
午前１０時〜正午

　  「気軽に運動してみよう」
　  健康運動指導士による講話と実習

※３日間とも受講できる方
場　　所　保健センター
持 ち 物　健康手帳、筆記用具、健診結果
申し込み　８月１8日（月）までに直接または電話で保
　　　　　健センター。

ことばの相談
日　　時　８月13日（水）午後、21日（木）午前
　　　　　※相談時間は、申し込みされた方に後日保
　　　　　　健センターから連絡します。
場　　所　保健センター
内　　容　言語聴覚士による個別相談
対　　象　ことばについて心配のある、平成14年4月
　　　　　2日以降に生まれた幼児
　　　　　※例えば「ことばの発達がゆっくり」「発
　　　　　　音が気になる」など
申し込み　7月31日（木）までに電話で保健センター。

更年期セミナー ～更年期を楽しく過ごすために～
回 日　　時 内　　　容

１ ７月２３日（水）
午後２時〜３時30分

 ・講話「更年期について知ろう」
 　池畑信正さん（池畑クリニック院長）
 ・「健康ミニ講話」
 　保健師

２ ８月　６日（水）
午前10時〜11時30分

 ・運動実技「運動をして快適に過ごそう」
   平野古美さん（健康運動指導士）

※2日間とも受講できる方

場　　所　保健センター
対　　象　女性
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　7月16日（水）までに直接または電話で
　　　　　保健センター。
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 健康に関する相談をしたい方

   7 月 17 日 ㈭ 午前10時〜11時

食事や日常生活についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　糖尿病健康相談 糖尿病についての栄養相談を
したい方　 申し込みが必要です。

　禁煙相談 たばこをやめたい方

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   7 月 17 日 ㈭
申し込みの際に
お知らせします。

申し込みが必要です。

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児

　対象者には通知します。転入されたお子さんで前住所地で受診していない
　方については、保健センターにご確認ください。　　

　BCG 予防接種

　平成 20 年 4 月 1 日〜 15 日
　生まれの子    7 月 22 日 ㈫

午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象者には通知します。対象外
でまだ受けていないお子さん（６
カ月未満）は、この機会に受け
てください。

　平成 20 年 4 月 16 日〜 30 日
　生まれの子    8 月　4 日 ㈪

　乳幼児相談 　小学校入学前の子 　8 月　5 日 ㈫ 午前 9 時 30 分
〜 11 時 30 分

保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

　離乳食教室（中後期） 　平成 19 年 8 月 1 日〜 12 月 31
　日生まれの子    7 月 23 日 ㈬ 午前 9 時 45 分

〜 10 時 申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

おとなの行事 ※場所は保健センター

バランスのとれた食事
～１日の食事の目安を知りましょう～
日　　時　7月29日（火）午後1時30分～3時30分
場　　所　保健センター
内　　容　栄養士による食事の話
対　　象　食事について関心のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　7月25日(金)までに直接または電話で保健センター。

期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

8月18日（月）

保健センター

9月　4日（木）

保健センター
8月22日（金） 9月　8日（月）

8月26日（火） 9月　9日（火）

8月27日（水） 9月17日（水）

9月　3日（水） 9月19日（金） 持田公民館

胃がん検診

※当日の検診受付時間は午前８時〜８時 45 分

検査方法　胃部のエックス線検査（バリウムを飲みます）
対　　象　40歳以上の方（平成20年4月1日現在）
定　　員　各日110人（先着順）
費　　用　500円（70歳以上無料）
　　　　　※生活保護世帯および市民税非課税世帯は
　　　　　　免除（申し込みの際に申し出ください）
申し込み　7月16日（水）から直接または電話で保健セ
　　　　　ンター。

[検診時の注意事項]
○ボタン・金具・貴金属ははずしてください。
○プリントや刺しゅうの上着はさけてください。
○正確な造影ができるように、前日の午後 9 時前に食事を済

ませて、当日の朝は食事をとらないでください。なお水分補
給（水または白湯）は、当日の午前０時ごろまでにコップ 2 杯
程度の摂取は構いません。

○朝、降圧剤などの薬を飲んでいる方は、主治医に相談してくだ
さい。

○過去に開腹手術（胃・腸・胆のうなど・帝王切開も含む）をされ
た方や、現在腹痛・腹部症状・便秘の症状・当該疾患で治療
中の方は医療機関での受診をお勧めします。

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
合わせください。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199

期　　日 医療機関名

7 月 20 日（日） 壮幸会行田総合病院

7 月 21 日（月）

行田中央総合病院7 月 27 日（日）

8 月　3 日（日）

8 月 10 日（日） 壮幸会行田総合病院
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ
法律（予約制） 市役所   7月22日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 市役所   8月4日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚
市役所   8月1日㈮　   午前9時30分〜11時30分

（受け付けは午前9時30分〜11時）男女共同参画推進センター   7月20日㈰　

消費生活
多重債務 市役所   7月17日㈭・24日㈭・28日㈪・31日㈭

  8月4日㈪・7日㈭・11日㈪・14日㈭   午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   7月18日㈮・25日㈮　　　　

  8月1日㈮・8日㈮・15日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所   7月15日㈫・18日㈮・22日㈫・25日㈮・29日㈫   
  8月1日㈮・5日㈫・8日㈮・12日㈫・15日㈮　   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   8月13日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   7月15日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   7月27日㈰、8月3日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   7月15日㈫・22日㈫・25日㈮・29日㈫
  8月5日㈫・12日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （7月15日〜8月15日）

【
事
例
１
】　　

　

幼
稚
園
の
帽
子
を
ド
ラ
イ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
。

４
カ
月
後
、
袋
か
ら
出
し
て
み
る
と
形
が
く
ず
れ
て
い
た
。

【
事
例
２
】　　

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
コ
ー
ト
の
水
洗
い
を
依
頼
し
た
。
引

き
取
っ
た
と
こ
ろ
、石
油
臭
く
、油
の
汚
れ
が
付
着
し
て
い
た
。

【
事
例
３
】　　

　

ウ
ー
ル
１
０
０
％
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
、
半
年
後
、
袋
か
ら
出
し
た
ら
縮
ん
で
い
た
。
店
に
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
や
り
直
し
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
逆
に
伸
び

て
し
ま
っ
た
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
汚
れ
や
し
み
が
落
ち
、
ア
イ
ロ

ン
が
か
け
ら
れ
、
新
品
同
様
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
衣
服
の
汚
れ
・
型
く
ず

れ
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

①
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
か
ら
引
き
取
り
後
、
す
ぐ
確
認

　

長
期
間
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
か
ら
洗
濯
物
を
引
き
取
ら
な

か
っ
た
り
、
引
き
取
り
後
す
ぐ
に
確
認
し
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
な
り

が
ち
で
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
か
ら
引
き
取
っ
た
ら
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

し
た
も
の
を
す
ぐ
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
衣
替
え
で

次
の
季
節
ま
で
着
用
し
な
い
衣
類
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
選
び
方

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
技
術
の
良
さ
を
見
極
め
る
の
は
な
か

な
か
大
変
で
す
。
確
か
な
店
は
、
出
さ
れ
た
衣
類
の
受
け
渡

し
の
点
検
を
し
っ
か
り
行
い
、
そ
れ
に
適
し
た
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
方
法
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
店
で
す
。

　

初
め
て
出
す
と
き
は
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
よ
う
な
簡
単
な
も
の

を
出
し
て
み
た
り
、
近
所
の
評
判
を
聞
い
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
大
切
な
衣
類
を
安
心
し
て
出
せ
る
店
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。

③
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準

　

万
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｓ
マ
ー
ク
、
Ｌ
Ｄ
マ
ー

ク
を
表
示
し
て
い
る
店
は「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」

に
基
づ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
店
で
す
。
安
心
の
目
安

の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
マ
ー
ク
を
事
前
に
確
認
し
て

み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｓ
マ
ー
ク
…
厚
生
労
働
大
臣
が
認
可
し
た
「
標
準
営

業
約
款
」
に
基
づ
く
営
業
を
行
う
店
舗
と
し
て
、
各

都
道
府
県
の
㈶
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
マ
ー
ク
で
す
。

Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
…
全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
の
会
員
で
あ
る
各
都
道
府
県
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
を
表
す

マ
ー
ク
で
す
。

ク
リ
ち
ゃ
ん
マ
ー
ク
…
東
京
、神
奈
川
、千
葉
、埼
玉
、

群
馬
の
各
都
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
マ
ー
ク
で
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｄ

マ
ー
ク
と
と
も
に
表
示
し
て
い
る
店
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
や
不
安
に
思

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４
８―

７

　

３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

くらしの 番情報110
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

　

初
夏
は
衣
替
え
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
大
事
な
衣
服
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
か
ら
引
き
取
っ
て
み
る
と
、
汚
れ
や
傷
が
つ
い

て
い
た
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。
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▼
入
場
無
料

▼
日
時　

７
月
25
日
㈮ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

青
い
目
の
人
形
物
語
（
30
分
）
、
十
六
地

蔵
物
語
（
27
分
）　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

　

絵
本
が
親
子
の
楽
し
い
語
ら
い
の
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
考
え
、
絵
本
や
ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
15
日
㈫
、
８
月
１
日
㈮
、
12
日
㈫
、 

午
後
１
時
受
付
開
始（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て

実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者　

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

　

夏
休
み
期
間
中
は
特
に
閲
覧
席
が
混
雑
し
ま
す
。

図
書
館
資
料
の
閲
覧
が
お
済
み
の
方
は
、
次
の
利
用

者
に
席
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
で
き
る
資
料
は
、
で
き
る
だ
け
自
宅
で
ご
利

用
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

狭
い
館
内
を
走
り
回
る
と
危
険
で
す
の
で
、
子
ど
も

連
れ
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
㈫
・
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
22
日
㈫
・
28

日
㈪
・
31
日
㈭
、
８
月
４
日
㈪
・
11
日
㈪　

＊
休
館
中
の
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利　

用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
16
日
㈬ 

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

　
▼
日
時　

7
月
26
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

８
月
２
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

８
月
５
日
㈫ 

午
後
３
時
30
分
〜

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
日
時　

８
月
９
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

※
い
ず
れ
も
場
所
は
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や
で
行

　

い
ま
す

▼
日
時　

７
月
19
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

あ
し
た
元
気
に
な
ー
れ
！
～
半
分
の
さ
つ

ま
い
も
～
（
90
分
）　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

一
般
書

・
百
姓
の
力
（
渡
辺
尚
志
）

・
親
が
倒
れ
る
前
に
必
ず
読
ん
で
お
き
た
い
本
（
望 

　

月
幸
代
）

・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
見
る
！
（
嶺
重
慎
）

・
つ
る
植
物
で
庭
を
彩
る（
日
本
放
送
出
版
協
会
編
）

・
や
さ
し
い
た
め
息
（
青
山
七
恵
）

・
ど
こ
か
の
街
の
片
隅
で
（
赤
井
三
尋
）

・
年
下
の
男
の
子
（
五
十
嵐
貴
久
）

・
群
青
（
植
松
三
十
里
）

・
マ
ネ
ー
ロ
ー
ド
（
二
郎
遊
真
）

・
あ
ち
ん
（
雀
野
日
名
子
）

・
フ
ァ
イ
ア
ー
・
フ
ラ
イ
（
高
嶋
哲
夫
）

・
い
す
ゞ
鳴
る
（
山
本
一
力
）

児
童
書　

・
ハ
サ
ミ
ム
シ
の
お
や
こ
（
皆
越
よ
う
せ
い
）

・
メ
ジ
ル
シ
（
草
野
た
き
）

・
五
月
は
花
笠
！
（
後
藤
竜
二
）

・
き
の
う
の
少
年
（
小
森
真
弓
）

・
サ
ラ
ガ
の
バ
オ
バ
ブ
（
エ
ド
モ
ン
ド
・
オ
パ
レ
）

・
ぼ
く
、
お
よ
げ
な
い
の
（
レ
イ
ン
・
マ
ー
ロ
ウ
）

・
ピ
ー
の
お
は
な
し
（
き
も
と
も
も
こ
）
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開館時間　午前９時３０分〜午後７時

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

新
着
図
書

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

お 

は 

な 

し 

会

図書館からのおすすめ本図書館からのおすすめ本
繪本三國志
（安野光雅著　朝日新聞出版　2008年４月発行）
〈内容〉中国各地へのスケッチ取材旅行をもとに描いた

「三国志」の画文集。巻末に参考文献や年表も
あります。

対話　言葉と科学と音楽と
（谷川俊太郎・内田義彦著　藤原書店　2008年４月発行）
〈内容〉「広告批評」誌に掲載された対話「音楽　この

不思議なもの」、「広告的存在としての人間」、
「にほん語が言葉になるとき」の３本を１冊に
まとめたもの。

いまなんじ？
（松成真理子著　学習研究社　2008年４月）
〈内容〉いつも妹に起こされる「ぼく」は、おじいちゃ

んの銀色の腕時計と自分のめざまし時計をとり
かえっこ。ほのぼのとした絵本です。

ワイズ・ブラウンの詩の絵本
（マーガレット・ワイズ・ブラウン詩　レナード・ワイ
スガード絵　木坂涼訳  フレーベル館  2006年２月）
〈内容〉静かな落ち着いた色調の絵本。声に出して「言

葉のリズム」を楽しんでください。
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世界遺産登録へまっしぐら
埼玉古墳群シンポジウム

　５月25日、北河原小学校で、言葉に込めら
れた深い意味や日本語の豊かさを表現する力を
育てようと俳句教室が行われました。
　当日は、行田市俳句連盟会長の木嶋清さん（北
河原地区在住）が師範として俳句を作るための
ポイントなどを指導しました。教室からの景色
や自然の音など、五七五の17字にしたためた
発想豊かな児童たちの作品に、木嶋さんは感心
し目を細めていました。

五七五で発想豊かに表現

行田市は空手道の競技会場地です。

丹精込めて育てた菊苗を配布

　５月27日、市の花である菊の苗の無料配布が
郷土博物館玄関前で行われました。
　配布開始時刻の午前９時には、大勢の人が列を
作りました。今年も行田市菊花連絡協議会（荒井
文之助会長）の皆さんが丹精込めて育てた厚物、
管物の菊苗約 4,000 鉢が用意され、栽培方法が
書かれたチラシと一緒に配られました。

　埼玉古墳群の世界遺産登録を目指し、官民
一体となった推進活動が盛んに行われていま
す。そんな中、５月31日、教育文化センター
「みらい」で「めざせ！世界遺産へ」と題した
シンポジウムが埼玉新聞社主催で開催されま
した。
　第１部では、まず、埼玉県文化財保護協会
会長の柳田敏司さんが風土記の丘公園の整備
や金錯銘鉄剣が出土した経緯などを、また、

作家の井沢元彦さん（写真下）が古代
史の魅力とともに埼玉古墳群に秘めら
れた歴史的価値について講演しました。
続く第２部のパネルディスカッション
では５人のパネリストにより、身近に
存在する古墳群やその他の文化遺産を
知ることの大切さ、歴史資産を活用し
たまちづくりの必要性などが討論され
ました。
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硫化水素ガス発生を想定した
初動訓練を実施

　全国各地で硫化水素ガスによる災害事案が多発
していることから、行田市、行田市消防本部、行
田警察署は、５月21日、事故発生を想定した合
同図上訓練を行いました。
　また、22日・23日には、消防庁舎をマンショ
ンとみなし、実際に防護服を着用しての実動訓練
も行うなど、初動対応や住民の避難方法、二次災
害の防止、負傷者の救助と救急搬送体制などを確
認しました。

渾
こんしん

身の力を込めて

　５月24日、総合公園自由広場で、市
内の小学生27チーム４０３人が参加して
( 財 ) 行田市産業・文化・スポーツいきい
き財団主催の行田市ドッジボール大会が開
かれました。
　相手を目がけ、渾身の力を込めてボール
を投げる選手たち。各チームともボールか
ら上手に身をかわしたり、素早いパス回し
をしたりと、ファインプレー続出の熱い攻
防を繰り広げました。

　５月30日、水城公園で行田市農業青年会議所（太
田公二会長）の会員や公園作業員らが参加して草花
の苗の植栽が行われました。
　同会議所により提供された1,760鉢のサルビア、
マリーゴールド、メランポジウムなどが公園東側の
花壇いっぱいに植えられました。梅雨空の下、色と
りどりの花が水城公園を訪れる人々の心を和ませて
くれています。

水城公園にたくさんの草花を植栽

「彩夏到来08埼玉総体」



　

皆
さ
ん
は
、
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
が

ど
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
か
ご
存
じ

で
す
か
。
基
本
的

な
ル
ー
ル
は
ラ
グ

ビ
ー
に
似
て
い
ま

す
が
、
タ
ッ
ク
ル

の
代
わ
り
に
腰
に

つ
け
た
タ
グ
を
取

り
、
攻
撃
権
を
奪

い
合
い
ま
す
。
ラ

グ
ビ
ー
に
比
べ
て
安
全
性
が
高
く
、
男
女
が
共

に
プ
レ
ー
で
き
る
た
め
、
近
年
授
業
な
ど
で
取

り
入
れ
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

下
忍
小
学
校
で
は
平
成
16
年
か
ら
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
し
て
行
い
、
平
成
18
年
度

か
ら
は
体
育
の
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み

込
ん
で
い
ま
す
。
初
め
て
プ
レ
ー
す
る
子
供

た
ち
ば
か
り
で
す
が
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
よ
り

も
力
の
差
を
あ
ま
り
感
じ
る

こ
と
な
く
楽
し
め
る
そ
う
で

す
。
同
校
は
平
成
16
年
か
ら

始
ま
っ
た
埼
玉
県
大
会
に
学

年
を
超
え
た
チ
ー
ム
編
成
で

毎
年
出
場
し
て
お
り
、
昨
年

度
は
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た

し
、
北
関
東
予
選
大
会
に
出

場
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

指
導
を
し
て
い
る
手
嶋
正
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男
教
諭
は
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
、
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
教
え
、
あ
と
は
子
供
た
ち
の
自
主
性

に
任
せ
て
伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
自
分
た

ち
で
作
戦
を
考
え
る
こ
と
で
、
自
然
と
チ
ー
ム

の
絆き

ず
なが

深
ま
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　
「
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
る
よ
り
も
仲
良
く
プ

レ
ー
し
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
友
情
を
は

ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
手
嶋
教
諭
。〝
自

分
を
信
じ
、
友
を
信
じ
て
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

子
供
た
ち
は
今
年
の
秋
に
行
わ
れ
る
県
大
会
で

も
優
勝
目
指
し
て
、
日
々
コ
ー
ト
の
中
を
所
狭

し
と
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

下
忍
小
学
校
☎
５
５
６―

２
４
０
４

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜タグラグビーではぐくむ友情〜

下忍小学校サムライ・フォックス

佐
間　
　

吉
田　

千
花

陽か
げ
ろ
う炎
や
余
生
に
欲
し
き
燃
ゆ
る
も
の

佐
間　
　

藤
田　

素
仙

飛
ば
さ
れ
し
帽
子
巣
立
ち
の
鳥
の
よ
う

谷
郷　
　

斎
藤　
　

勲

咲
き
満
ち
て
我
が
身
の
重
き
牡ぼ

丹た
ん
か
な

長
野　
　
安
江
よ
し
ひ
ろ

白
牡
丹
継
が
ざ
る
色
の
あ
り
に
け
り

荒
木　
　

高
沢
よ
ね
子

通
学
の
自
転
車
光
る
若
葉
風

須
加　
　

須
加
か
づ
江

母
の
日
の
母
か
ら
貰も
ら

う
笑
顔
か
な

南
河
原　

 

若
林　

水
翁

穂
麦
風
父
は
明
る
く
老
い
て
を
り

北
河
原　

 

礒
貝
美
智
江

麦ば
く
し
ゅ
う

秋
や
登
校
の
子
等
黙
黙
と

門
井
町　

 

森
下
さ
と
し

古
里
は
茶
の
発は
っ
し
ょ
う
ち

祥
地
新
茶
飲
む

清
水
町　

 

新
井　

圭
三

葉
桜
や
取
り
残
さ
れ
し
校
歌
の
碑

深
水
町　

 

松
岡　

東と
う

籬り

出
席
簿
小
脇
に
教
師
風
薫
る

私
の
作
品

俳
句
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今
月
は
、
押
し
花
に
魅
せ
ら
れ
て
以
来
、
熱

心
に
取
り
組
ん
で
資
格
を
取
り
、
夢
を
か
な
え

た
石
田
靖
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

石
田
さ
ん
が
押
し
花
を
始
め
た
の
は
、
平
成

12
年
２
月
に
観
光
の
仕
事
で
秩
父
を
訪
れ
た
際

に
、
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
そ
う
で
す
。「
お
客
様
か
ら
の
要
望
で
押

し
花
教
室
が
併
設
さ
れ
た
民
家
風
で
赴
き
の
あ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
自
然
の
草

花
を
自
在
に
使
い
表
現
さ
れ
た
作
品
の
数
々
を

見
て
『
い
つ
か
は
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

作
品
展
が
で
き
た
ら
い
い
な
』
な
ど
と
、
ふ
と

心
に
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
２
カ

月
後
、
家
の
周
り
で
目
立
ち
は
じ
め
た
色
鮮

や
か
な
新
緑
と
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
見
た
作
品

が
重
な
り
、
ど
う
し
て
も
押
し
花
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
が
膨
ら
み
ま
し
た
」
と
話
し
、
秩

父
ま
で
月
２
回
の
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

習
い
始
め
は
、
見
本
ど
お
り
に
制
作
す
る
だ

け
で
し
た
が
、
次
第
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

も
の
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
石
田
さ
ん
は
、

わ
ず
か
半
年
間
で
３
階
級
あ
る
資
格
試
験
に
す

べ
て
合
格
し
た
そ
う
で
す
。「
平
成
14
年
に
師

範
の
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
、
各
地
域
公
民
館

や
自
治
会
婦
人
部
の
押
し
花
教
室
で
指
導
す
る

機
会
が
増
え
、
行
田
市
美
術
展
で
も
平

成
14
年
か
ら
３
年
連
続
で
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
月
に
は

自
宅
の
一
部
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
使

用
し
た
初
め
て
の
押
し
花
絵
展
を
行
い
、

８
日
間
で
、
の
べ
５
０
０
人
以
上
の
方

に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
の
言
葉

ど
お
り
、
資
格
取
得
を
機
に
活
動
の
幅

を
広
げ
た
石
田
さ
ん
は
、
秩
父
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
初
め
て
訪
れ
た
と
き
に
思
い

描
い
た
夢
を
、
８
年
と
い
う
短
い
歳
月
で
現
実

の
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

素
材
に
よ
っ
て
作
品
の
良
し
悪
し
が
出
て
く

る
た
め
、
日
々
素
材
探
し
に
余
念
が
な
い
と
い

う
石
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
素
材
を
生
か
し
、

見
る
人
に
“
何
か
〟
を
感
じ
て
も
ら
え
る
作
品

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
、
さ
ら
な
る
創
作
意
欲

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

魅
せ
ら
れ
夢
か
な
え
た
押
し
花
の
魅
力

石
田　

靖
子 

さ
ん
（
荒
木
・
72
歳
）

須
加　
　

福
田　

富
治

大
牡
丹
王
者
の
誇
り
崩
れ
け
り

荒
木　
　

蛭
間
し
げ
子

箱
根
路
や
新
緑
の
杜も
り

シ
ャ
ガ
ー
ル
展

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
平成 19年 9月生まれのお子さんを募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 7月 31 日㈭です。
抽選会は8月5日㈫の午後1時30分市役所203会議室

田
島　

陸り
く

ち
ゃ
ん（
下
忍
）

父
・
秀
晃
さ
ん　

母
・
陽
子
さ
ん

平
成
19
年
７
月
10
日
生
ま
れ

「
明
る
く
素
直
に
元
気
よ
く
!!
」

岩
㟢  

悠ゆ
う
し士

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
伸
一
さ
ん　

母
・
美
幸
さ
ん

平
成
19
年
７
月
９
日
生
ま
れ

「
元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
！
」

矢
野　

悠ゆ
う
と翔

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
浩
之
さ
ん　

母
・
靖
子
さ
ん

平
成
19
年
７
月
６
日
生
ま
れ

「
大
き
く
は
ば
た
け
！
悠
ち
ゃ
ん
」

島
田　

心こ
こ
ろ良

ち
ゃ
ん（
荒
木
）

父
・
謙
二
さ
ん　

母
・
恵
子
さ
ん

平
成
19
年
７
月
17
日
生
ま
れ

「
心
の
キ
レ
イ
な
子
に
育
っ
て
ね
!!
」

須
永　

真ま

央お

ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
謙
悟
さ
ん　

母
・
浩
江
さ
ん

平
成
19
年
７
月
22
日
生
ま
れ

「
素
直
で
優
し
い
子
に
な
あ
れ
」

「はじめまして」にパソコンや携帯電話から応募ができます
詳しくは、市ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp/kouhou/hajimemashite/index.html（パソコンから）
または、http://www.city.gyoda.lg.jp/i/koho/hajimemashite.html（携帯電話から）をご覧ください。

　
『
花
火
』（
俳
画
）

小
林　

愛
子
（
忍
）　



▼
日
時　

７
月
20
日
㈰
午
前
７
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里 

▼
催
し
物　

野
だ
て
、
朗
唱
の
会
歌

会
、
ウ
ク
レ
レ
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正

琴
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

新
行
田
音
頭
の
演
舞
、
蓮
粥
の
試
食

会
、
蓮
茶
の
ふ
る
ま
い
、
蓮
も
ち
つ

き
大
会
、
俳
句
お
よ
び
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
募
集　

※
内
容
に
多
少
の

変
更
の
場
合
あ
り　

▼
問
い
合
わ
せ 

行
田
蓮
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
太
田
公
民
館
内
）
☎
５
５
９―

４
２
９
９

▼
日
時　

７
月
26
日
㈯
午
後
１
時
15

分
～
４
時
15
分　

▼
場
所　

教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

市
内
の
各
小
・
中
学

校
の
代
表
（
小
学
生
16
人
、
中
学
生

８
人
）
が
、
将
来
の
夢
や
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に
対
し
て
訴

え
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。 

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

手
話
通

訳
が
付
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ 

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎
５
５
６―

８
３
１
９

　

レ
ス
キ
ュ
ー
、
放
水
、
応
急
手
当

訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
埼
玉
県
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
（
鴻
巣
市
）
で
の
各
種

災
害
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
６
日
㈬
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

▼
場
所　

消
防
本

部
ほ
か　

▼
定
員　

１
０
０
人　

▼

対
象　

市
内
の
小
学
４
年
生
～
６
年

生　

▼
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物 

▼
費
用　

１
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

７
月
28
日
㈪
～
30
日
㈬
に
消
防
本
部

☎
５
５
６―

３
０
０
５

▼
日
時　

８
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

（
３
日
間
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学　

▼
内

容　

鎚つ
ち

を
使
っ
て
金
属
板
を
自
由

な
形
に
加
工
す
る　

▼
対
象　

小

学
生
と
保
護
者　

▼
定
員　

５
組
10

人
（
先
着
順
） 

▼
費
用　

一
人
１
千

円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
大
学
☎
５
６
４―

３
８
１
９

▼
日
時　

８
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

（
３
日
間
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学　

▼
内

容　

銀
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
作
ろ
う　

▼
対
象　

高
校
生

以
上
の
女
性　

▼
定
員　

10
人
（
先

着
順
） 

▼
費
用　

２
千
円　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎

５
６
４―

３
８
１
９

▼
日
時　

８
月
17
日
㈰
午
前
８
時

15
分
開
会
（
午
前
８
時
受
付
開

始
）
※
雨
天
の
場
合
は
８
月
24
日
㈰ 

▼
場
所　

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
ほ
か　

▼
種
目　

一
般
男

子
、
一
般
女
子
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
る
） 

▼
参
加
費　

１
ペ

ア
一
般
１
千
円
、
高
校
生
・
中

学
生
６
０
０
円
※
大
会
当
日
受
付

で
徴
収　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

８
月
１
日
㈮
ま
で
に
行
田

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟 

間
庭
☎

０
９
０―

１
１
０
５―

２
５
７
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
６―

８
７
６
６

http://w
w

w
.g

eocities.jp/
gyoudasofttennis/

▼
日
時　

８
月
31
日
㈰
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
種
目　
【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一

般
（
１
部
・
２
部
）、
高
校
生　
【
男

子
ダ
ブ
ル
ス
】
一
般
、
高
校
生　
【
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
（
１
部
・
２

部
）、
高
校
生　
【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

一
般
、
高
校
生　
【
男
女
シ
ニ
ア
の

部
】
50
歳
以
上　
【
中
学
生
の
部
】
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

※
一
般
男
女
は
一
人
２
種
目
ま
で
出

場
可
。
男
子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複

は
不
可
。 

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

▼
参
加
費　
【
シ

ン
グ
ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ
ア
６
０
０

円
、
中
学
生
・
高
校
生
３
０
０
円 

【
ダ
ブ
ル
ス
一
組
】
一
般
８
０
０
円
、

高
校
生
５
０
０
円　

▼
主
催　

行

田
市
卓
球
連
盟　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

８
月
13
日
㈬
午
後

７
時
ま
で
に
同
連
盟 

田
島
宅
（
〒

３
６
１―

０
０
２
４
行
田
市
小
針

２
５
８
５
）
☎
５
５
９―

３
７
８
９ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４

28

広告

 

第
11
回
行
田
蓮
ま
つ
り

平
成
20
年
度
行
田
市
民
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　

夏
季
大
会

 

夏
休
み
一
日
消
防
士

 

第
35
回
市
長
杯
争
奪

　

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」
④

第
23
回
浮
き
城
の
ま
ち

   

行
田
少
年
の
主
張
大
会

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」
⑤
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忠
次
郎
蔵
に
宿
泊
し
て
昔
の
家
の

暮
ら
し
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

８
月
９
日
㈯
午
後
２
時
～

10
日
㈰
正
午　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵

（
忍
１
ー
４
ー
６
） 

▼
定
員　

20
人

（
先
着
順
） 

▼
対
象　

小
学
４
年
生

～
中
学
２
年
生　

▼
参
加
費　

一
人

２
千
円
（
宿
泊
費
・
食
費
・
保
険
料

な
ど
） 

▼
内
容　

う
ど
ん
打
ち
、
蔵

め
ぐ
り
、
銭
湯
入
浴
、
花
火
、
昔
の

遊
び
体
験
な
ど　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

行
田
商
工
会
議
所 

坂
田
☎
０
９
０

―

８
７
２
６―

４
９
６
２
（
月
～

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
）

▼
日
時　

７
月
15
日
㈫
午
前
９
時

～
10
時
30
分
（
小
雨
決
行
、
雨
具
各

自
用
意
） 

▼
集
合
場
所　

市
役
所
前 

▼
行
進
コ
ー
ス　

市
役
所
前
～
さ
き

た
ま
古
墳
公
園
（
現
地
で
休
憩
・
飲

み
物
を
準
備
し
て
い
ま
す
） 

▼
参
加

無
料　

▼
主
催　

国
民
平
和
大
行
進

29

広告

夏
休
み
企
画

「
足
袋
蔵
昔
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者

行
田
実
行
委
員
会　

▼
後
援　

行
田

市　

▼
そ
の
他　

歩
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い

合
わ
せ　

行
田
協
立
診
療
所 

山
田

☎
５
５
６―

４
５
８
１

▼
日
時　

８
月
８
日
㈮
午
前
11
時
～

午
後
６
時
、
９
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
６
時
、
10
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
３
時
30
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容 

「
戦
時
中
の
市
民
の
く
ら
し
」
な
ど

の
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
映
画
「
象
の

い
な
い
動
物
園
」
の
上
映
（
午
後
２

時
～
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

平

和
の
た
め
の
行
田
戦
争
展
実
行
委
員

会　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

北
埼

教
育
会
館
☎
５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　

８
月
７
日
㈭
午
前
10
時

～
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分

～
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
対
象　

市
内
在
住

の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼
会
費 

１
０
０
円　

▼
内
容　

子
育
て
中
の

親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼

定
員　

30
人　

▼
主
催　

行
田
市
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

７
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

８
月
３
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

長
野
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
演
題　
「
私
以
上
で

も
私
以
下
で
も
な
い
私
」 

▼
講
師 

朴パ
ク

慶キ
ョ
ン
ナ
ム

南
さ
ん
（
作
家
） 

▼
入
場
無
料 

▼
主
催　

長
野
地
区
人
権
教
育
推
進

協
議
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

長
野
公

民
館
☎
５
５
３―

１
４
１
４

▼
日
時　

８
月
23
日
か
ら
毎
月
第
４

土
曜
日
午
後
６
時
20
分
～　

▼
場
所 

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
３
研
修
室　

▼

講
師　

荒
井
桂
さ
ん
（
元
埼
玉
県
教

育
長
） 

▼
受
講
料　

５
０
０
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
） 

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

７
月
31
日
㈭
ま
で
に

㈶
忍
郷
友
会
事
務
局
☎
５
５
６―

９
０
０
０

▼
日
時　

７
月
27
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
１
時　

▼
場
所　

行
田
平
安
閣 

▼
内
容　

楽
し
い
語
ら
い
と
食
事
会 

▼
費
用　

参
加
費
５
千
円
、
年
間
登

録
料
３
千
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

７
月
17
日
㈭
ま
で
に
同
法

人 

佐
藤
☎
５
５
４―

６
０
７
２（
Ｆ

Ａ
Ｘ
兼
用
）
※
電
話
は
午
前
９
時
～

正
午

　

環
境
問
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・

啓
発
活
動
な
ど
を
通
し
、
す
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
会
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
個
人
ま
た
は
法
人　

▼
年
会
費 

【
正
会
員
】
個
人
１
千
円
、
団
体
・

法
人
１
万
円　
【
賛
助
会
員
】
一
口

２
千
円　

▼
そ
の
他　

毎
月
第
２
火

曜
日
の
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
に
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
定

例
会
を
行
い
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

同
会
会
長 

中
村
宅

☎
５
５
４
ー
１
１
６
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼

用
）

２
０
０
８
「
国
民
平
和
大
行
進
」

～
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
、

　
　

 

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
～

 

人
権
教
育
講
演
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

  

楽
し
い
出
会
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

平
和
の
た
め
の
行
田
戦
争
展

 

子
育
て
談
話
室 

た
ん
ぽ
ぽ

 
孟
子
講
座

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員



▼
期
間
お
よ
び
時
間　

７
月
12

日
㈯
～
８
月
31
日
㈰
・
９
月
６

日
㈯
・
７
日
㈰
・
13
日
㈯
・
14
日

㈰
・
15
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分　

※
天
候
な
ど

の
状
況
に
よ
り
休
園
・
時
間
変

更
あ
り　

▼
利
用
料
金　

一
般
・

学
生
（
高
校
生
以
上
）
７
０
０

円
、 

児
童
・
生
徒
（
３
歳
～
中
学

生
）
２
０
０
円
、
幼
児
（
３
歳

未
満
）
無
料　

※
回
数
券
（
10
回

分
）
大
人
５
千
６
０
０
円
・
小
人

１
千
６
０
０
円　

▼
そ
の
他　

就

学
前
の
子
ど
も
に
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
一
部

の
プ
ー
ル
に
身
長
制
限
あ
り
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
総
合
公
園

プ
ー
ル
管
理
事
務
所
☎
５
５
６―

９
５
５
５

▼
期
間　

７
月
19
日
㈯
～
８
月

30
日
㈯　

※
天
候
な
ど
の
状
況

に
よ
り
変
更
あ
り　

▼
時
間 

【
昼
間
の
部
】
午
前
10
時
～
午
後

５
時　
【
夜
間
の
部
】
午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分　

▼
利
用
料
金 

一
般
・
学
生
（
高
校
生
以
上
）

１
５
０
円
、
児
童
・
生
徒
（
３
歳

～
中
学
生
）
70
円
、
幼
児
（
３
歳

未
満
）
無
料
、
ロ
ッ
カ
ー
利
用

料
金
50
円　

▼
そ
の
他　

就
学
前

の
子
ど
も
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
で
す
。
一
部
の
プ
ー
ル

に
身
長
制
限
あ
り
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ま
た
は
市
民
プ
ー
ル
☎
５
５
５―

２
４
５
５

▼
日
時　

８
月
３
日
㈰
午
前
10
時

30
分
～
午
後
１
時　

▼
場
所　

商

工
セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　

▼

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
込

み
） 

▼
対
象　

高
校
生
以
上　

▼

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
申
し

込
み　

７
月
15
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
商
工
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
（
電

話
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
～
）

▼
日
時　

７
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～　

▼
場
所　

古

代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼
演
奏
者 

加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
童
無
料

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,３０５人　　男４３,４７９人　　女４３,８２６人　　世帯数３２,１６９世帯
（平成２０年６月１日現在）　  ５月中の異動　出生４５人　転入等１７８人　死亡６３人　転出等２２０人

▼
日
時　

７
月
20
日
㈰
午
後
２
時
～ 

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」 

▼
内
容　
【
第
１
部
】
天
才

ピ
ア
ノ
マ
ン
・
木
下
航
志
さ
ん
が
心

か
ら
奏
で
る
ピ
ア
ノ
と
歌
（
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　

ブ
レ
ン
ダ
・
ボ
ー

ン
） 【
第
２
部
】
行
田
市
出
身
の
映

画
作
家
・
茂
木
薫
さ
ん
の
作
品
「
ゼ

リ
ー
フ
ラ
イ
の
映
画
」
上
映　

▼

入
場
料　

２
千
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い　

川
島
書
店
、
宮
脇
書

店　

▼
問
い
合
わ
せ　

木
下
航
志

S
um

m
er Live in G

yoda

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
代
表
☎
５
５
３―

４
４
２
６

▼
日
時　

８
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
内
容　

司
法
書
士
に

よ
る
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談

会　

▼
相
談
方
法　

電
話
に
よ
る
無

料
相
談
☎
０
１
２
０―

０
５
２―

０
８
８
（
開
催
当
日
の
み
） 

▼
主
催 

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

司
法
書
士
塚
田
☎
０
４

―

２
９
０
０―

３
７
３
３

木き

下し
た

航
志
ラ
イ
ブ
＆

　
「
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
映
画
」

　
S

um
m

er Live in G
yoda

 

生
活
保
護
１
１
０
番

　
　
　
　

ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

　
　
　
　

～
ゆ
か
た
の
着
付
け
～

総
合
公
園
プ
ー
ル
の
開
設

▼
日
時　

７
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫
・

23
日
㈬
午
後
７
時
～
（
21
日
は
午
後

５
時
～
） 

▼
場
所　

し
の
ぶ
自
動
車

旧
展
示
場
（
下
忍
４―

３―

８
） 

▼

入
場
料　

学
生
前
売
り
２
千
２
０
０

円
、一
般
前
売
り
２
千
５
０
０
円（
い

ず
れ
も
当
日
券
は
３
０
０
円
増
し
）、

高
校
生
２
千
円
（
当
日
券
の
み
） 

▼

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
ニ
パ
フ
野
本
☎

０
９
０―
７
８
１
４―

９
６
１
５

第
13
回

ニ
パ
フ
・
ア
ジ
ア
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

連
続
展 

08

　
　
　
　

市
民
プ
ー
ル
の

　
　
　
　
　

夏
期
プ
ー
ル
開
設

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

’
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キ
ン
グ
を
し
た
文
化
会
館
の
主
任

を
中
心
に
描
い
た
ド
タ
バ
タ
コ
メ

デ
ィ　

▼
入
場
無
料　

▼
定
員 

各
回
２
０
０
人　

▼
整
理
券
配
布 

８
月
３
日
㈰
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階

窓
口
に
て
（
午
前
10
時
～
午
後
９

時
）

　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
20
年
度

登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
を
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
内
容　

①
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
※

種
目
不
問
。
児
童
ク
ラ
ブ
の
水
泳

指
導
者
急
募
。 

②
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
※
指
導
補
助
や
イ
ベ

ン
ト
協
力
な
ど
。 

▼
対
象　

16

歳
以
上
の
方　

▼
登
録
方
法　

行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
ま
た

は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。（
登

録
無
料
） 
▼
そ
の
他　

指
導
内

容
・
謝
金
な
ど
は
相
談
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

　

７
月
27
日
㈰
ま
で
は
午
前
８
時

～
午
後
２
時
、
７
月
28
日
㈪
～
８

月
10
日
㈰
は
午
前
９
時
～
午
後
２

時
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
27
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ

ん
（
全
国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会

サ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
） 

▼

参
加
費　

２
０
０

円
（
材
料
費
）
※

別
途
入
館
料
（
大

人
４
０
０
円
、
小

人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
童
無
料
）

が
必
要
で
す
。

▼
日
時　

７
月
12
日
㈯
・
８
月

３
日
㈰
・
10
日
㈰
【
午
前
の

部
】
午
前
11
時
～
【
午
後
の

部
】
午
後
１
時
～
、
７
月
13
日

㈰
午
前
10
時
30
分
～　

▼
場
所 

古
代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼
出
演 

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会
、
行
田

音
楽
家
協
会　

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
童
無
料

▼
日
時　

８
月
１
日
・
８
日
・
22

日
、
９
月
５
日
・
19
日
の
各
金
曜

31
固定資産税・都市計画税・・２期　　　介護保険料・・・・・・・１期
国民健康保険税・・・・・・１期　　　納期限・・・・７月３１日（木）

今月の納税

日
午
後
２
時
～
４
時　

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
Ｂ
１
創
作
室 

▼
対
象　

成
人
（
初
心
者
） 

▼

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
内
容 

日
用
品
な
ど
の
作
製　

▼
参
加
費 

３
千
１
５
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み　

７
月
19
日
㈯
午
前

９
時
か
ら
同
館
窓
口
に
て
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
、
電
話
で
の
受

け
付
け
は
翌
日
午
前
９
時
～
）

▼
日
時　

８
月
31
日
㈰
【
第
１

回
】
午
前
10
時
30
分
～　
【
第
２

回
】
午
後
２
時
30
分
～　

▼
場
所 

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容 

不
思
議
な
力
を
秘
め
た
河
童
の

ク
ゥ
と
小
学
生
の
少
年
・
康
一
と

の
出
会
い
か
ら
は
じ
ま
る
物
語 

▼
入
場
無
料　

▼
定
員　

各
回

２
０
０
人　

▼
整
理
券
配
布　

７

月
19
日
㈯
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２

階
窓
口
に
て
（
午
前
10
時
～
午
後

９
時
）

▼
日
時　

９
月
27
日
㈯【
第
１
回
】

午
前
10
時
30
分
～　
【
第
２
回
】

午
後
２
時
～　

▼
場
所　

商
工

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

マ

マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
で
ダ
ブ
ル
ブ
ッ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
募
集

　
　
　

   

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

手
づ
く
り
紙
ね
ん
ど
細
工
講
座

「
古
代
蓮
の
カ
エ
ル
ち
ゃ
ん
」

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　
　
　

「
河
童
の
ク
ゥ
と
夏
休
み
」
上
映
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　
　

「
歓
喜
の
歌
」
上
映
会

古
代
蓮
の
里
う
ど
ん
店
の

営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す

職　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　給 採用期間 申し込み・問い合わせ

①  監視リーダー

午前 9 時～午後 5 時 30 分
または

午後 5 時 30 分～ 9 時
（週 5 日程度の勤務）

若干名（18 歳以上の方）
｢救急法救急員｣ などの有資格者
または監視員経験者

900 円～ 1,000 円
（資格の有無などを
考慮し決定します）

7 月中旬
～

9 月上旬

市民プールで配布している専
用申込用紙（ホームページか
らダウンロード可）と履歴書

（写真貼付）を添えて同プー
ル窓口へ提出してください。

同プール（本丸 3 － 5）
☎ 555 － 2455
http://www.ikiiki-zaidan.
or.jp/greenarena/

②  一般監視員

午前 9 時 45 分～午後 5 時 15 分
または

午後 6 時 30 分～午後 9 時
（夜間の始業が午後５時３０分
からの場合あり）

25 人程度
※高校生以上の方（満 15 歳に

なって最初の 3 月 31 日を
迎えている方）

※泳げる方（初心者可）
※監視員経験者

720 円 ～ 750 円
（年齢や監視経験など
を考慮し決定します）

7 月 18 日
～

8 月 31 日

「夏期限定」市民プール監視スタッフ募集

さ
ん
ぶ
ん
陶
芸
教
室



　

下し
も

町ま
ち

に
あ
る
も
り
ば
ん
イ
ン
テ
リ
ア
の
前
身
は
、

「
出
世
足
袋
」
の
商
標
で
知
ら
れ
た
森
伴
造
商
店
で
、

先
祖
は
忍
城
主
松
平
家
に
仕
え
た
武
士
で
し
た
。

　

森
家
は
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）、
松
平
家
と
と

も
に
桑
名
か
ら
佐
間
村
（
現
在
の
佐
間
）
に
移
り
住

み
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
で
忍
藩
が
な
く
な
り
、
禄

を
失
っ
た
当
時
の
当
主
森
伴
造
は
、
足
袋
商
人
へ
と

転
身
を
図
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
の
前
半
に
は
下
級
武
士
を
中
心
に
、
足

袋
関
連
の
商
売
に
転
身
を
図
っ
た
忍
藩
士
が
多
く
い

ま
し
た
が
、
成
功
を
収
め
た
者
は
わ
ず
か
で
し
た
。

し
か
し
伴
造
は
、
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
に
24
歳

で
森
伴
造
商
店
を
創
業
、
努
力
を
重
ね
て
明
治
25
年

（
１
８
９
２
）
に
は
本
町
に
店
舗
を
構
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
伴
造
は
業
績
を
伸
ば
し
、
明

治
32
年
（
１
８
９
９
）
に
現
在
の
場
所
に

移
転
、
そ
の
際
に
佐
野
屋
（
半
田
家
）
が

江
戸
時
代
末
期
の
嘉
永
３
年（
１
８
５
０
）

８
月
19
日
に
棟
上
げ
し
た
こ
の
土
蔵
を
譲

り
受
け
た
の
で
す
。

　

土
蔵
は
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
家

屋
敷
の
拡
張
に
伴
っ
て
、
現
在
の
場
所
に

引
き
家
さ
れ
、
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）

の
水
害
の
際
に
浸
水
し
て
い
ま
す
が
（
外

壁
に
そ
の
な
ご
り
が
見
ら
れ
ま
す
）、
現

当
主
の
景
造
氏
に
よ
り
昭
和
46
～
47
年
ご

ろ
に
内
部
が
改
装
さ
れ
、
書
斎
兼
民
芸
館

「
古
蛙
庵
」
と
し
て
見
事
に
再
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
（
原
則
非
公
開
）。
蔵
の
内
部

に
は
、
景
造
氏
が
収
集
し
た
柱
時
計
、
馬
車
鉄
道
の

時
刻
表
、
オ
ル
ガ
ン
な
ど
、
下
町
の
歴
史
を
伝
え
る

品
々
が
セ
ン
ス
良
く
置
か
れ
、
古
き
良
き
時
代
の
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
古
蛙
庵
」
は
、
中
心
市
街
地
に
残

る
数
少
な
い
江
戸
時
代
の
土
蔵
と
し
て
貴
重
な
歴

史
資
産
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
足
袋
蔵
再
活
用
の
さ

き
が
け
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
近
代
化
遺
産
な
の

で
す
。

　

ほ
か
に
も
敷
地
内
に
は
、明
治
45
年
（
１
９
１
２
）

に
建
設
さ
れ
た
土
蔵
と
、
大
改
装
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
こ
の
地
へ
移
転
後
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
店
舗
な
ど
、
歴
史
あ
る
建
物
が
今
も
大
切
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（文

化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

　一年に３度収穫できることから三度豆とも呼ばれるさやいんげんは、野菜と
豆の栄養を合わせ持つ緑黄色野菜です。皮膚・粘膜の抵抗力を高めるカロテン
や食物繊維が豊富。また、疲労回復効果のあるビタミン B₁ やアスパラギン酸
も含みます。低脂肪・低塩分のカテージチーズとの相性もよく、さっぱりした
味わいです。
　夏の始まり、食欲をそそる彩り野菜をたっぷりとお召し上がりください。

材料（２人分）
さやいんげん…100g　かぼちゃ…50g
Ａ【カテージチーズ…80g　みそ…大さじ１／２　塩…少量】

作り方
①さやいんげんは、筋を除いてゆで、５cm くらいに切る。かぼちゃは種と

わたを除き、ラップに包んで電子レンジでやわらかくなるまで加熱する。
粗熱がとれたら１cm のさいの目に切る。

②Ａを合わせてよく練る。
③①を②で和える。

… 食 卓 の 彩 り …
さやいんげんとかぼちゃのカテージチーズ和

あ

え

栄養成分（１人分）
エネルギー 87kcal　たんぱく質 7.1g　脂質 2.1g 
炭水化物 9.6g　食塩相当量 0.9g　カロテン123µg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会
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環境にやさしい大豆油インキ
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